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六
月
十
四
日
（
日
）
は
産
業
廃
棄
物
処
分
場
設
置
に
つ
い
て
の
住

民
投
票
日
で
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
分
場
設
置
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
は
、
六
月
七
日

に
告
示
さ
れ
六
月
十
四
日
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

【
投
票
で
き
る
人
】

　
次
の
用
件
に
よ
り
資
格
者
名
簿
へ
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
六
月
七
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
年
三
月
六
日
以

前
か
ら
自
石
市
に
住
民
登
録
し
て
あ
り
、

投
票
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。
ま
た
、
他
の
市
町
村
か
ら
転

（（
一〇QO

、）

（
碇も

　
一

z

“

超
票
霜

投票時間を午後8時まで延長

入
し
た
人
で
、
平
成
十
年
三
月
六
日
ま

で
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）
を
済

ま
せ
投
票
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
す
。

【
投
票
所
入
場
券
】

　
シ
ー
ル
で
目
覆
い
の
し
て
あ
る
ハ
ガ

キ
で
郵
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
右
下
角

の
と
こ
ろ
か
ら
「
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い

に
」
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。
四
名
ま
で

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
各
自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
り
、

し
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票

所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
投
票
時
間
】

　
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で
で
す
が
、
次
の
投
票
区
は
投
票

時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

鞭
鵬
欝

午
後
五
時
ま
で

午
後
六
時
ま
で

【
不
在
者
投
票
】

　
投
票
は
、
投
票
日
当
日
、
投
票
資
格

者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
原
則

で
す
が
、
投
票
日
当
日
、
投
票
所
に
行

け
な
い
方
の
た
め
の
不
在
者
投
票
の
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

そ
の
事
由
と
し
て

　
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
の
都
合
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
告
示
日
の
六
月
七

日
（
日
）
か
ら
投
票
日
前
日
の
六
月
十

三
日
（
土
）
ま
で
表
1
の
不
在
者
投
票

所
で
毎
日
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

次
の
期
間
内
に
入
場
券
を
持
っ
て
、
各

事
務
連
絡
所
な
ど
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
開
票
】

　
六
月
十
四
日
午
後
九
時
三
十
分
か
ら

白
石
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
い
ま

す
。　

参
観
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
場
の

都
合
上
、
参
観
席
が
二
〇
〇
席
ほ
ど
に

限
ら
れ
ま
す
の
で
入
場
整
理
券
を
発
行

し
ま
す
。
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
・
白
石
市
中
央
公
民
館
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

【
投
票
の
注
意
】

　
住
民
投
票
の
用
紙
の
記
載
方
法
は
、

賛
成
の
人
は
賛
成
の
欄
に
、
反
対
の
人

は
反
対
の
欄
に
O
記
号
を
つ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
O
記
号
以
外
は
、
い
か

な
る
文
字
や
記
号
も
書
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

折目

【
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て
】

　
自
石
市
内
に
あ
り
ま
す
投
票
所
の
中

で
、
白
石
第
1
投
票
区
（
中
町
、
新
町
、

西
益
岡
、
中
益
岡
、
東
益
岡
、
寿
町
）

の
区
域
の
投
票
所
と
旭
町
、
鷹
巣
地
区

の
投
票
所
を
産
業
廃
棄
物
処
分
場
設
置

に
つ
い
て
の
住
民
投
票
か
ら
左
記
の
場

所
へ
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特集躁

開
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
投
票
資
格
者
」
で
開
票
立
会
人
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
告
示
日
の
六
月
七

日
（
日
）
か
ら
六
月
十
↓
日
（
木
）
ま

で
に
届
出
書
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
（
届

　　注　　思

白石市小原上戸沢地区に計画されている産業廃棄物処分場の設置に

ついて賛成の人は賛成の欄に、反対の人は反対の欄に○を書くこと。

○のほかは、何も書かないこと。

　　　産業廃棄物処分場の設置について

　さんせい　　　　　はんたい
　賛　成　　　　　反　対

旭町、鷹巣地区について白石第1投票区

白石市中央公民館、

鷹巣コミュニティセンター

自石市役所1階ロビー

白石市文化体育活動
センター（キューブ）

所票投旧

白石市いきいきプラザ
（旧市民会館）

新投票所

出
書
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
あ

り
ま
す
。
）

　
な
お
、
開
票
立
会
人
は
三
名
で
す
の

で
、
三
名
を
超
え
た
場
合
は
、
厳
正
な

る
抽
選
で
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

票所投者在不表1

投票でぎる人投票所

8：30～20：00白石市に居住している人白石市選挙管理委員会事務局

8：30～17：00白石市に居住している人白石市中央公民館

8130～17：00白石市に居住している人寿山集会所

8：30～17：00白石市越河地区に居住している人越河事務連絡所

8：30～17：00白石市斎川地区に居住している人斎川事務連絡所

8：30～！7：00白石市大鷹沢地区に居住している人大鷹沢事務連絡所

8：30～17：00白石市白川地区に居住している人自川事務連絡所

8：30～17：00白石市福岡地区、深谷地区に居住している人白石市農林振興センター

8：30～17：00白石市小原地区に居住している人小原事務連絡所

●
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問
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私
た
ち
は
今
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
暮
ら
し
の
中
で

必
要
な
も
の
を
つ
く
る
過
程
、
流
通
す
る
過
程
、
消
費
す
る
過
程
で
多
く
の
産
業

廃
棄
物
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
し
た
り
、
減
量
化
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り

す
る
。
そ
れ
が
産
業
廃
棄
物
の
処
理
で
す
。
．
産
業
廃
棄
物
と
そ
の
処
理
“
に
つ
い
て

問
と
答
で
お
伝
え
し
ま
す
。

＝
■
廃
棄
物
っ
て
何
？

箇
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律

と
し
て
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
が
あ
り
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
廃
棄

物
と
は
、
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、

ふ
ん
尿
、
廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
動
物

の
死
体
、
そ
の
他
の
汚
物
ま
た
は
不
要
物
で
、

固
形
状
ま
た
は
液
状
の
も
の
を
い
い
、
一
般
廃

棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

國
般
廃
棄
物
っ
て
何
？

＝
■

一
ロ
■

箇
産
業
廃
棄
物
塀
外
の
廃
棄
物
で
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
し
尿
、
生
活
雑
廃
水

な
ど
日
常
生
活
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
を

い
い
ま
す
。
そ
の
処
理
は
、
市
町
村
が
処
理
計

画
に
従
っ
て
収
集
ま
た
は
運
搬
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
白
石

市
で
は
、
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の
組

織
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

箇
産
業
廃
棄
物
は
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発
生

す
る
廃
棄
物
で
す
。
主
な
も
の
に
汚
泥
、
廃
油
、

建
設
廃
材
、
動
物
の
ふ
ん
尿
な
ど
が
あ
り
、
法

律
で
は
次
の
1
9
種
類
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
処
理
は
、
排
出
事
業
者
の
責
任
が
明
確

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
処
理
す
る
、
産
業
廃

棄
物
処
理
業
者
に
委
託
す
る
、
地
方
公
共
団
体

の
処
理
事
業
場
へ
の
処
理
の
委
託
な
ど
、
三
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◇
産
業
廃
棄
物
の
内
容

①
燃
え
が
ら
　
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
発
生
す

る
石
炭
が
ら
な
ど
。

②
汚
泥
　
工
場
廃
水
な
ど
の
処
理
後
や
物
の
製

造
工
程
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
泥
状
の
も
の
。

③
廃
油
　
潤
滑
油
、
洗
浄
用
油
な
ど
の
不
要
に

な
っ
た
も
の
。

④
廃
酸
　
廃
硫
酸
、
廃
塩
酸
、
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
酸
性
の
廃
液
。

⑤
廃
ア
ル
カ
リ
　
廃
ソ
ー
ダ
液
、
金
属
せ
っ
け

ん
液
な
ど
ア
ル
カ
リ
性
の
廃
液
。

⑥
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
　
合
成
樹
脂
く
ず
、
合

成
繊
維
く
ず
、
合
成
ゴ
ム
く
ず
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
。

⑦
紙
く
ず
　
紙
製
造
業
、
製
本
業
な
ど
の
特

定
の
業
種
か
ら
排
出
さ
れ
る
紙
く
ず
。

⑧
木
く
ず
　
木
材
製
造
業
、
木
製
品
製
造
業

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
木
材
片
、
お
が
く
ず

な
ど
。

⑨
繊
維
く
ず
　
繊
維
工
業
か
ら
排
出
さ
れ
る

天
然
繊
維
く
ず
。

⑩
動
植
物
性
残
さ
　
食
品
製
造
業
、
医
薬
品

製
造
業
な
ど
で
原
料
と
し
て
使
用
し
た
動
植

物
に
係
る
不
要
物
。

⑪
ゴ
ム
く
ず
　
天
然
ゴ
ム
く
ず

⑫
金
属
く
ず
　
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
の
研
磨
く

ず
、
切
削
く
ず
な
ど
。

⑬
ガ
ラ
ス
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず
ガ
ラ
ス
く

ず
耐
火
レ
ン
ガ
く
ず
、
陶
磁
器
く
ず
な
ど
。

⑭
鉱
さ
い
　
製
鉄
所
の
炉
の
残
さ
い
な
ど
。

⑮
建
設
廃
材
　
工
作
物
の
除
去
に
伴
っ
て
生

じ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
な
ど
。

⑯
動
物
の
ふ
ん
尿
　
畜
産
農
業
か
ら
排
出
さ

れ
る
家
畜
の
ふ
ん
尿

⑰
動
物
の
死
体
　
畜
産
農
業
か
ら
排
出
さ
れ

る
家
畜
の
死
体

⑱
ば
い
じ
ん
類
　
工
場
の
排
ガ
ス
施
設
を
処

理
し
て
集
め
ら
れ
た
ば
い
じ
ん
。

⑲
①
～
⑱
の
産
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た
め

に
処
理
し
た
も
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
型
化

物
な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
く
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甑▲』卜噛！

　　　、
　　￥

、　　　『

ピノ腰

’．
．
■

産
業
廃
棄
物
の
年
問
排
出
量
の
移
り
変
わ
り
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
　
ま
た
、

そ
の
内
訳
は
？

O＝
■

産
業
廃
棄
物
処
理
の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

箇
厚
生
省
が
ま
と
め
た
全
国
の
ご
み
の
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
産
業
廃
棄
物
の
年
間
排

出
量
は
、
昭
和
5
5
年
度
で
2
9
、
2
0
0
万

㌧
、
昭
和
6
0
年
度
で
3
1
、
2
0
0
万
㌧
、

平
成
5
年
度
で
3
9
、
7
0
0
万
㌧
、
平
成

6
年
度
で
4
0
、
5
0
0
万
㌧
と
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
産
業
廃
棄
物
の
年
間
排
出
量
は
、

平
成
4
年
度
で
5
1
3
・
6
万
㌧
で
す
。
そ

全国の産業廃棄物の

再生利用量、減量化、最終分量

■最終処分量

□減量化

■再生利用量

の
内
訳
は
、
汚
泥
3
1
5
・
4
万
㌧
、
建
設

廃
材
8
7
・
1
万
㌧
、
木
く
ず
2
8
・
7
万

㌧
、
金
属
く
ず
2
0
・
3
万
㌧
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
県
で
の
業
種
別
発
生
量
は
、
製
造
業
、

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
、
建
設
業
、
鉱
業
の

順
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

H4　　H5　　H6年度

［
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．

”一集特
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産
業
廃
棄
物
の
処
理
が
な
ぜ
必
要
な
ん
で
す
か
？
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箇
①
産
業
を
盛
ん
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

産
業
廃
棄
物
の
処
理
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
美
し
い
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
産
業
廃
棄
物
を
正
し
く
処
理
す
る
施
設
が

な
い
と
、
行
き
場
を
失
っ
た
廃
棄
物
が
不
法
に

投
棄
さ
れ
、
私
た
ち
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境

が
汚
染
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

処理

　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　－　　　　－　　　一　　　－　　一　冒　一一
一

　
　
　
　
　
　
内

I
I
I
一
　
I
I
I
I
ー
且
　
ー
I
I
I
一

昏
産
業
廃
棄
物
の
「
処
理
」
と
は
廃
棄
物

の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
一
連
の
流
れ
を
意

味
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
①
保
管
、
②
収
集
、

③
運
搬
、
④
処
分
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

①
保
管
と
は
、
廃
棄
物
の
一
連
の
処
理
過
程

に
お
い
て
、
次
の
過
程
に
移
る
ま
で
の
間
、

廃
棄
物
を
保
管
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

②
収
集
と
は
、
廃
棄
物
を
と
り
集
め
、
運
搬

で
き
る
状
態
に
お
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

③
運
搬
と
は
、
必
要
に
応
じ
て
廃
棄
物
を
移

動
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
、
積
み
替
え
を
行
う

こ
と
も
含
み
ま
す
。

④
処
分
と
は
、
「
中
間
処
理
」
と
「
最
終
処
分
」

を
い
い
ま
す
。
「
中
間
処
理
」
と
は
、
最
終
処

分
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
人
為
的
操
作
な
ど

を
い
い
ま
す
。
「
中
間
処
理
」
は
、
人
間
の
健

康
な
生
活
の
確
保
と
資
源
の
保
護
を
目
的
と

し
、
廃
棄
物
を
無
害
化
、
安
定
化
、
減
量
化

し
、
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
廃
棄
物
の
資
源
化
、
再
生
利
用
の
た

め
の
処
理
行
為
を
い
い
ま
す
。
「
最
終
処
分
」

と
は
、
最
終
的
に
自
然
界
と
廃
棄
物
が
連
結

す
る
「
埋
立
処
分
」
及
び
「
海
洋
投
入
」
を

い
い
ま
す
。

　
県
内
に
は
、
3
1
の
安
定
型
最
終
処
分
場
と

14

の
管
理
型
最
終
処
分
場
併
せ
て
4
5
の
最
終

処
分
場
が
建
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
宙
二
二
－
一
三
一
四
へ



　
小
原
上
戸
沢
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
概
要
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
計
画
の
概
要

ω
計
画
事
業
者

　
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン

ω
計
画
地
　
白
石
市
小
原
字
久
根
山
外

倒
処
理
能
力
　
敷
地
面
積
　
1
9
4
．
0
万
㎡

　
　
　
　
　
埋
立
面
積
　
　
　
9
，
9
万
㎡

　
　
　
　
　
埋
立
容
量
　
1
0
9
．
3
万
㎡

＠
施
設
の
種
類
　
管
理
型
最
終
処
分
場

同
廃
棄
物
の
種
類

　
汚
泥
、
建
設
廃
材
、
鉱
さ
い
、
燃
え
が
ら
、

金
属
く
ず
、
木
く
ず
、
紙
く
ず
等

廃棄物の種類及び県内外の割合

材

、、瀞

囹
排
水
放
流
経
路

　
コ
テ
沢
を
経
て
戸
沢
川
を
経
由
、

に
至
る
。

の
廃
棄
物
県
内
外
の
割
合

　県内

30

％
、
県
外
7
0
％

り
つ
り媒＼

燃えがら、金属くず
木くず、紙くずなど

白
石
川

～計画の概要と

　　　これまでの経緯～

◎
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業
の
概
要

ω
事
業
主
体
　
宮
城
県
企
業
局

回
計
画
取
水
量

七
ヶ
宿
ダ
ム

取
水

河
道
取
水

（
白
石
川
）

計

計
画
取
水
量

3
0
0
、
0
0
0

　
　
　
　
，
m
／
日

2
9
5
、
O
O
O

5
9
5
、
O
O
O

備
考

七
ヶ
宿
ダ
ム
か
ら
取
水
す
る
。

（
工
事
期
間
：
昭
和
5
2
年
度
～
平
成
5
年
度
）

白
石
大
橋
下
流
に
建
設
さ
れ
る
河
道
堰
か
ら

白
石
川
の
表
流
水
を
取
水
す
る
。

（
工
事
期
問
：
平
成
6
年
度
～
平
成
1
4
年
度
）

倒
計
画
給
水
人
ロ
　
ー
9
3
1
千
人
（
仙
台
市
、
塩
釜
市
、
多
賀
城
市
等
7
市
1
0
町
）

．．，仙南・仙塩広域水道用水供給事業概要図
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◎
こ
れ
ま
で
の
経
緯

※
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
計
画

事
業
者
（
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
）
が
宮

城
県
を
相
手
に
提
訴
し
た
仙
台
地
方
裁
判
所

の
判
決
内
容
を
基
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『
計
画
事
蝉
の
経
緯
】

　
計
画
事
業
者
で
あ
る
「
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク

リ
ー
ン
」
は
、
昭
和
5
4
年
1
2
月
に
「
ス
ペ
イ

サ
ー
精
工
㈱
」
と
し
て
、
東
京
都
新
宿
区
内

に
本
店
を
置
い
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る

が
、
平
成
元
年
4
月
に
商
号
を
「
㈱
南
蔵
王

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
変
更
し
、
本
件
計
画
事

業
者
の
代
表
者
で
あ
る
阿
部
幸
雄
氏
や
竹
内

陽
一
氏
を
含
む
4
名
が
取
締
役
に
就
任
す
る

と
と
も
に
、
本
店
所
在
地
が
白
石
市
に
な
っ

た
。
「
㈱
南
蔵
王
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
は
、
平
成

4
年
1
月
に
「
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
」

と
商
号
を
変
更
し
、
会
社
の
目
的
と
し
て
、

産
廃
等
の
収
集
、
再
加
工
、
廃
棄
物
処
理
等

の
事
業
を
付
加
し
た
。

　
前
記
「
ス
ペ
イ
サ
ー
精
工
㈱
」
は
、
い
わ

ゆ
る
休
眠
会
社
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
し
、

「
㈱
南
蔵
王
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
も
、
特
に
事
業

活
動
を
行
っ
た
形
跡
は
な
い
。

　
平
成
4
年
5
月
「
㈱
ユ
ニ
コ
ン
」
は
、
「
㈱

南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
」
と
株
式
譲
渡
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
、
同
年
8
月
全
株
式
を

取
得
し
て
、
そ
の
実
質
的
な
オ
ー
ナ
ー
に
な

っ
た
。

灘欝鹸
．
繍

い　
・
　
．
　
，
勇
　
鰍
．
議

　
　
　
　
　
“
‘

欝

上戸沢集落
論

～
↑

・
、
墜

　
　
　
・
魁
艦

　
棄
　
　
　
　
’
　
　
　
　
｛
，
議
　
夕

　
豪
黎
，
・
盆
　
　
　
き
・
、
乳

騨
顯
、
堕
，
一
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
難
　
・
．
．
削

　
　
　
　
　
　
　
浬
外

　
　
び

灘

轟、

頒
．』

融

瀞
蕪
．

諺

　　　　施　難 ¶㌣

塩象y欝

■こ‘　’　p　　　　　「『’、・篁，

　　鍵　嚢、． 灘
藝　　　蒙・賭塾壺・・ず〕・灘

1　贈翻
濃歯．魑欝遡

鐸欝潔野器』

鐸

酌
ノ 琢

　
　
　
蟹

　
　
、

亡

　
　
　
解

魂篶．

ぜ　
　
ア
ァ
ノ

戸沢川　　　・一鐸

懸鰐，
　　鐵鷺薩．∵
　　》亡焼　　一

驚鉱蒙沢籠
鶏’．

撹．雛く．

欝
　　　白石川
　　LT　　　‘‘仏～
　　　　r　－　　r　　　　，　　　　　1　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　『　　　　　■　　　　　　　　ぺ　　　　　、　　　　　　　　　　ら　　　‘　　　　　ヴ　　　　　　　　　　　　　　ャ
　　　　　謹瓢　　　　｛1

　
　
　
　
r
　
、

㌧
鞭

避
．
糞

瀞
轡

　
　
　
魎

騒
　
　
　
簗騨琴

1㍉る繭

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ご

　
　
　
　
葬
　
　
驚
轟
心

鞭
・
隅
籍

講
・
、
削
罐
　

　
　
　
　
　
　
、
懸
難



　
　
「
㈱
ユ
ニ
コ
ン
」
は
、
大
阪
府
枚
方

市
に
本
社
を
有
す
る
会
社
で
、
昭
和
5
6

年
1
月
に
設
立
さ
れ
、
土
地
開
発
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
を
業
と
す
る
会
社

で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
各
申
請
（
上
戸

沢
地
区
で
の
産
廃
処
分
場
設
置
等
）
に

つ
い
て
の
許
可
が
得
ら
れ
次
第
、
「
㈱

南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
」
に
資
金
を
援

助
し
、
そ
の
事
業
に
参
画
す
る
意
思
を

有
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
現
状
で
は
、
「
㈱
南
蔵

王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
」
は
、
従
業
員
は
お

ら
ず
、
会
社
事
務
所
も
な
く
、
地
元
の

地
権
者
の
自
宅
を
連
絡
所
に
し
て
い
る

状
態
で
あ
り
、
特
に
事
業
活
動
も
行
っ

て
お
ら
ず
、
そ
の
資
産
や
負
債
の
状
況

も
不
明
で
あ
る
、
、

冨勤聾準発端

　
白
石
市
小
原
の
上
戸
沢
地
区
は
、
い

わ
ゆ
る
過
疎
地
域
で
あ
っ
て
、
地
域
振

興
策
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

を
伝
え
聞
い
た
竹
内
陽
一
氏
（
㈱
都
市

工
学
研
究
所
代
表
取
締
役
）
は
、
地
元

の
代
表
者
と
相
談
の
う
え
、
地
元
住
民

全
員
の
賛
成
を
得
て
、
昭
和
6
3
年
末
頃
、

同
地
区
に
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
す
る
計
画

を
建
て
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
元
年
8
月
、
当
時
の

㈱
南
蔵
王
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
、
白
石
市

に
対
し
「
ゴ
ル
フ
場
新
設
計
画
概
要
書

の
提
出
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
書
面
を

提
出
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
右
ゴ
ル
フ
場
新
設
工
事

に
必
要
と
さ
れ
る
土
工
量
が
、
宮
城
県

の
「
大
規
模
開
発
指
導
要
綱
」
の
定
め

る
士
工
量
規
制
に
抵
触
す
る
こ
と
か

ら
、
右
ゴ
ル
フ
場
計
画
は
い
っ
た
ん
中

止
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
産
廃
等
に
よ
り
本
件
計
画

地
を
埋
め
立
て
、
跡
地
利
用
と
し
て
ゴ

ル
フ
場
を
造
成
す
る
な
ら
、
右
土
工
量

規
制
に
違
反
せ
ず
に
ゴ
ル
フ
場
を
達
成

で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
事
業
者

は
産
廃
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
上
戸
沢
地
区
の
関
係
者
も
右
計
画
に

好
意
的
で
あ
り
、
平
成
4
年
2
月
に
事

業
者
は
上
戸
沢
牧
野
農
業
協
同
組
合
及

び
上
戸
沢
地
区
住
民
2
5
名
と
の
間
に
本

件
計
画
に
係
る
開
発
基
本
協
定
を
締
結

し
た
。

騨
鞭
灘
雛
．
．
、
】

　
平
成
4
年
1
月
、
㈱
ユ
ニ
コ
ン
役
員

が
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
か
ら
本
件

計
画
の
処
分
場
用
地
買
収
の
資
金
援
助

の
依
頼
を
受
け
た
と
し
て
、
宮
城
県
及

び
白
石
市
を
相
次
い
で
訪
問
し
、
㈱
南

蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
が
本
件
計
画
を
宮

城
県
に
対
し
申
請
し
て
い
る
か
の
確
認

を
求
め
た
。

　
宮
城
県
及
び
白
石
市
は
、
こ
の
時
点

で
、
本
件
計
画
が
存
在
す
る
こ
と
を
認

識
し
た
。

　
同
年
3
月
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー

ン
が
福
島
県
い
わ
き
市
の
管
理
型
産
廃

処
分
場
の
見
学
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、

同
地
区
の
ほ
ぼ
全
員
が
こ
れ
に
参
加

し
、
本
件
計
画
に
賛
成
の
意
思
を
示
し

た
。　

同
年
4
月
6
日
、
㈱
ユ
ニ
コ
ン
役
員

が
訪
問
し
た
際
、
宮
城
県
は
、
事
業
者

が
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
こ

と
、
廃
棄
物
の
種
類
、
埋
め
立
て
面
積
、

容
量
等
本
件
産
廃
処
分
場
の
計
画
の
概

要
を
聴
取
し
、
同
時
に
白
石
市
の
内
諾

と
付
近
住
民
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
許

可
の
前
提
と
な
る
旨
説
明
し
た
。

　
同
年
4
月
1
7
日
、
初
め
て
㈱
南
蔵
王

エ
バ
ク
リ
ー
ン
代
表
者
が
宮
城
県
を
訪

問
し
、
事
業
の
概
要
を
説
明
し
た
。
こ

れ
に
対
し
宮
城
県
は
、
白
石
市
に
事
業

計
画
を
説
明
し
、
内
諾
を
得
る
こ
と
を

指
示
し
た
。

　
同
年
6
月
4
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク

リ
ー
ン
は
、
宮
城
県
及
び
白
石
市
に
対

し
、
産
廃
施
設
設
置
に
係
る
事
前
協
議

書
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
宮

城
県
及
び
白
石
市
は
、
こ
れ
を
参
考
資

料
と
し
て
預
か
っ
た
。

賢
聖
舞
耀
纈
．
】

　
平
成
4
年
6
月
2
4
日
、
本
件
計
画
を

推
進
す
る
上
戸
沢
地
区
の
住
民
が
自
石

市
長
に
面
談
し
、
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。

そ
の
際
、
白
石
市
長
は
、
白
石
市
は
本

件
計
画
に
反
対
で
あ
る
旨
表
明
し
、
以

後
、
一
貫
し
て
反
対
の
意
思
を
示
し
て

い
る
。

　
右
反
対
の
理
由
は
、
①
本
件
計
画
に

お
け
る
産
廃
処
分
場
が
仙
南
仙
塩
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業
及
び
湯
本
地
区
の

簡
易
水
道
の
取
水
口
の
上
流
に
位
置
す

る
の
で
、
水
質
が
汚
染
さ
れ
た
場
合
の

被
害
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
、
②
本
件
計

画
で
は
管
理
型
処
分
場
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
長
期
的
管
理
が
で
き
る
の
か
不

安
が
あ
る
こ
と
、
③
本
件
産
廃
計
画
の

前
提
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
を
予

定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ゴ
ル
フ
場
建

設
に
必
要
な
土
工
量
が
県
の
規
制
す
る

土
工
量
を
上
回
る
た
め
に
廃
棄
物
に
よ

り
、
そ
の
規
制
を
回
避
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
規
制
の
趣

旨
は
、
廃
棄
物
で
あ
っ
て
も
妥
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
④
白
石
市
は
、
現

在
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
当
た
っ
て
の
開
発

協
議
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
て

い
る
か
ら
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
自
体
の
実

現
可
能
性
が
乏
し
い
こ
と
な
ど
に
あ

る
。

同
年
n
月
2
6
日
、
白
石
市
は
、
来
庁

し
た
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
代
表
者

に
対
し
、
本
件
計
画
に
つ
き
反
対
の
意

思
を
表
明
し
た
。

　
平
成
5
年
1
月
頃
か
ら
、
白
石
市
議

会
、
白
石
市
小
原
地
区
自
治
会
を
は
じ

め
と
し
て
、
宮
城
県
議
会
、
宮
城
県
の

諸
市
町
村
議
会
、
白
石
商
工
会
議
所
等

の
各
種
団
体
が
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
あ
る
い
は
宮
城
県
に
対
し
、
本
件

計
画
に
対
す
る
反
対
の
意
思
表
明
を
し

た
。　

ま
た
、
同
年
1
月
7
日
、
小
原
地
区

の
1
4
自
治
会
長
に
対
し
て
、
白
石
市
が

本
件
計
画
の
概
要
を
説
明
し
た
と
こ

ろ
、
上
戸
沢
地
区
を
除
く
1
3
自
治
会
長

が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
た
。

　
そ
し
て
、
2
月
8
日
、
小
原
公
民
館

に
お
い
て
、
小
原
地
区
自
治
会
連
合
会

か
ら
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
に
対

し
、
本
件
計
画
に
反
対
の
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
。

密
鞠
蟹
群
過
】

　
計
画
事
業
者
で
あ
る
㈱
南
蔵
王
エ
バ

ク
リ
ー
ン
は
、
平
成
4
年
5
月
以
降
数

回
に
わ
た
り
、
宮
城
県
及
び
白
石
市
を

訪
問
し
て
、
事
前
協
議
に
入
る
よ
う
要

請
し
た
が
、
宮
城
県
及
び
自
石
市
は
こ

れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。

　
同
年
3
月
1
8
日
、
宮
城
県
は
、
㈱
南
蔵

王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
か
ら
平
成
4
年
6
月
4

日
に
提
出
さ
れ
て
い
た
参
考
資
料
を
返
戻

し
た
。

　
同
年
5
月
1
8
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
代
表
者
ら
が
、
宮
城
県
を
訪
れ
、
事

前
協
議
書
の
受
理
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、

宮
城
県
は
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
に

対
し
、
地
域
住
民
に
対
す
る
説
明
会
開
催

の
回
数
及
び
県
外
産
業
廃
棄
物
の
埋
め
立

て
割
合
が
7
割
で
あ
る
点
に
つ
い
て
尋

ね
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
は
、
回
数

は
1
回
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
今

後
協
議
す
る
意
向
で
あ
る
旨
答
え
た
。

　
同
年
6
月
8
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
代
表
者
ら
及
び
上
戸
沢
地
区
の
住
民

8
名
が
、
宮
城
県
に
対
し
、
上
戸
沢
地
区

の
住
民
が
、
本
件
の
産
廃
施
設
の
建
設
に

向
け
て
話
し
合
い
の
機
会
を
持
ち
た
い
旨

を
記
載
し
た
嘆
願
書
及
び
産
廃
施
設
建
設

に
つ
い
て
の
同
意
書
を
提
出
し
た
。

　
同
年
6
月
1
0
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
は
、
宮
城
県
の
指
導
に
基
づ
い
て
、

小
原
地
区
1
3
自
治
会
各
会
長
に
あ
て
て
、

事
業
説
明
会
の
案
内
を
送
付
し
た
が
、
同

月
1
4
日
、
小
原
自
治
会
連
合
会
よ
り
、
㈱

南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
に
対
し
、
右
説
明

会
欠
席
の
通
知
が
さ
れ
、
同
月
2
6
日
、
開

催
さ
れ
た
説
明
会
で
は
、
上
戸
沢
地
区
以

外
の
小
原
地
区
住
民
の
参
加
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
平
成
5
年
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
、
㈱

ユ
ニ
コ
ン
職
員
が
、
数
回
に
わ
た
り
、
宮

城
県
を
訪
れ
て
事
前
協
議
書
の
受
理
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
自
石
市
を
訪
問
し
て
、

市
長
へ
の
ア
ポ
イ
ン
ト
を
求
め
た
が
拒
否

さ
れ
た
。

　
同
年
1
1
月
1
2
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
代
表
者
は
、
宮
城
県
及
び
白
石
市
が

事
前
協
議
に
応
じ
な
い
方
針
で
あ
る
と
考

え
、
事
前
協
議
書
を
断
念
し
て
直
ち
に
本

申
請
を
す
る
こ
と
と
し
、
代
理
人
の
弁
護

士
を
伴
っ
て
宮
城
県
を
訪
れ
、
㈱
南
蔵
王

エ
バ
ク
リ
ー
ン
と
し
て
は
も
は
や
こ
れ
以

上
要
綱
に
基
づ
く
行
政
指
導
に
服
従
し
な

い
の
で
直
ち
に
正
式
の
申
請
書
を
受
理
し

て
ほ
し
い
旨
述
べ
て
、
こ
れ
を
提
出
し
た
。

　
そ
の
際
、
宮
城
県
は
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ

ク
リ
ー
ン
が
上
戸
沢
地
区
の
ほ
か
、
生
活

環
境
に
影
響
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
下
戸

沢
地
区
、
小
原
湯
元
地
区
を
含
む
小
原
地

区
の
住
民
の
理
解
を
得
る
十
分
な
努
力
を

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
の
成
果
が
得
ら

れ
た
か
ど
う
か
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
右

申
請
書
の
受
理
を
拒
否
し
た
。

　
同
年
1
1
月
1
3
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
が
配
達
証
明
郵
便
に
付
し
た
正
式
な

申
請
書
が
宮
城
県
に
到
達
し
た
が
、
宮
城

県
は
、
同
月
22
日
、
こ
れ
を
㈱
南
蔵
王
エ
バ

ク
リ
ー
ン
に
返
戻
し
た
。

平
成
5
年
1
1
月
2
6
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ

ク
リ
ー
ン
は
、
宮
城
県
に
対
し
、
申
請
書

の
返
戻
に
つ
き
宮
城
県
の
不
作
為
の
違
法

確
認
等
を
請
求
す
る
訴
訟
（
仙
台
地
方
裁

判
所
平
成
5
年
行
ウ
第
9
号
事
件
）
を
提

起
し
た
が
、
右
訴
訟
は
、
平
成
9
年
9
月

16

日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
の
請
求

の
放
棄
に
よ
り
終
了
し
た
。
（
平
成
6
年

10

月
1
日
行
政
手
続
法
の
施
行
、
平
成
7

年
1
0
月
1
日
宮
城
県
行
政
手
続
条
例
の
施

行
）

　
平
成
7
年
1
0
月
1
6
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ

ク
リ
ー
ン
は
、
宮
城
県
に
対
し
、
本
件
申

請
に
係
る
申
請
書
を
仙
南
保
健
所
に
持
参

し
て
提
出
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
宮
城

県
は
、
要
綱
の
手
続
未
了
を
理
由
に
受
領

を
拒
絶
し
た
。

　
平
成
7
年
1
1
月
7
日
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ

ク
リ
ー
ン
は
、
宮
城
県
が
、
申
請
書
を
返

戻
し
た
こ
と
は
、
本
件
各
申
請
に
つ
い
て
、

そ
の
受
理
を
拒
絶
し
た
行
政
処
分
で
あ
る

と
主
張
し
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可

及
び
同
処
理
施
設
の
設
置
許
可
拒
否
処
分

の
取
り
消
し
等
を
請
求
す
る
訴
訟
（
仙
台

地
方
裁
判
所
平
成
7
年
行
ウ
第
1
5
号
事

件
）
を
提
起
し
た
。

　
本
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
1
0
回
の
口
頭
弁

論
が
開
催
さ
れ
、
平
成
1
0
年
1
月
2
7
日
に

判
決
が
下
さ
れ
た
が
、
宮
城
県
が
控
訴
し
、

現
在
、
仙
台
高
等
裁
判
所
で
審
議
が
な
さ

れ
て
い
る
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
総
務
部
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
宙
二
二
－
一
三
二
四

　
小
原
上
戸
沢
地
区
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
反
対
運
動
に
つ
い
て

は
、
市
民
を
は
じ
め
県
内
外
の
多
く
の
方
々
か
ら
激
励
の
手
紙
や
電
話
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
地
元
紙
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

O
河
北
新
報
「
声
の
交
差
点
」
掲
載
記
事
か
ら

①
白
石
産
廃
訴
訟
　
宮
城
県
頑
張
れ

　
白
石
市
の
水
源
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る

産
業
廃
棄
物
処
分
場
訴
訟
問
題
は
、
土
俵

を
仙
台
高
裁
に
移
し
争
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
宮
城
県
で
は
地
元
の
反
対
意
見
が

強
い
こ
と
と
、
現
行
の
廃
棄
物
処
理
法
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
挙
げ
、
県
の
指
導

要
綱
に
基
づ
い
た
行
政
指
導
の
正
当
性
を

訴
え
、
控
訴
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
全
国
各
地
で
産
廃
処
理
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
、
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る
。
白

石
市
に
も
産
廃
物
建
設
予
定
地
の
下
流

に
、
仙
台
市
な
ど
十
七
市
町
に
水
を
供
給

す
る
河
道
取
水
堰
（
せ
き
）
の
建
設
計
画

が
進
ん
で
い
る
。
｝
般
市
民
か
ら
は
、
約

百
八
十
万
人
の
飲
料
水
に
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
、
と
猛
烈
な
反
対
運
動
が
あ
り
、

よ
そ
事
と
は
思
え
な
い
。

　
今
後
、
同
様
な
事
案
が
、
県
内
の
他
地
区

で
も
十
分
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
県
民

の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
も
宮
城
県
に

は
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
随
所
で
環

境
破
壊
が
進
ん
で
お
り
、
将
来
に
禍
根
を

残
さ
な
い
た
め
に
も
県
民
総
ぐ
る
み
で
監

視
を
強
め
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
景
観

を
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
代
に
生
き

る
者
の
義
務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◇
投
稿
者
　
宮
城
県
津
山
町
　
公
務
員

　
　
　
　
阿
部
幸
雄
さ
ん
（
硲
歳
）

②
白
石
産
廃
問
題
　
市
民
は
行
動
を

　
四
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
兵
庫
県
明

石
市
で
行
わ
れ
た
全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
最
終
日
の
「
城
下
町
市
長
サ
ミ
ッ
ト
」

に
自
石
市
長
の
川
井
貞
一
氏
が
出
席
し
て

い
ま
し
た
。
開
催
地
の
明
石
、
洲
本
の
両

市
長
ら
と
と
も
に
城
下
町
の
活
性
化
に
つ

い
て
活
発
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
現
在
、
白
石
市
で
産
業
廃

棄
物
処
理
場
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が

続
い
て
い
る
こ
と
、
六
月
十
四
日
に
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　
私
の
住
む
播
州
赤
穂
で
も
、
二
年
前
に

産
廃
処
理
場
の
建
設
計
画
に
対
し
、
市
民

に
よ
る
反
対
運
動
を
展
開
し
、
計
画
を
凍

結
さ
せ
た
こ
と
が
あ
り
、
他
県
の
こ
と
だ

か
ら
と
聞
き
流
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
「
投
票
率
が
五
〇
％
を
下
回
っ
た
ら
辞

職
す
る
」
と
川
井
市
長
は
明
言
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
こ
の
政
治
生
命
ま
で
も
懸

け
た
熱
い
思
い
に
、
白
石
市
民
の
み
な
さ

ん
は
投
票
行
動
で
こ
た
え
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
市
長
の
た
め

で
な
く
、
自
分
自
身
の
た
め
に
で
す
。

◇
投
稿
者
　
兵
庫
県
赤
穂
市

　
　
　
　
ミ
ニ
コ
ミ
紙
発
行
者

　
　
　
　
広
島
秀
紀
さ
ん
（
2
8
歳
）



ぱ
ぱ
え
み
の

年
輔
を
か
さ
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第40回

　
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
現
天
皇
皇
后

両
陛
下
ご
成
婚
を
記
念
し
て
始
ま
り
今
年
で
四
十
回
目
を
数
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
会
場
を
キ
ュ
ー
ブ
に
移
し
て
、
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま

で
行
わ
れ
た
第
四
十
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
二

八
六
人
の
工
人
か
ら
、
一
一
八
○
点
の
こ
け
し
、
木
地
玩
具
、
応
用

木
工
品
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
は
桜
井
昭
二
さ
ん

（
鳴
子
町
）
の
伝
統
こ
け
し
が
二
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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実
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を
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長
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グ
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な
ど
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催
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行
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三
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▲　内閣総理大臣賞を受賞した鳴子町の桜井さん

　第40回峯、本こけしコンク

⑤第5回醒繰場産跨
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▲　300人以上のこけしファンが開幕前から行列をつくりました。
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ギ
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模
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見
る
者
に
安
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れ
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」
と
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価
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の
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賞
と
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り
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し
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友
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こ
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け
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示
さ
れ
ま
し
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。
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一
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り
は
5
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前
か
ら
並
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だ
長
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県
の
会

社
員
、
小
林
義
典
さ
ん
。
川
井
市
長
か
ら
記
念
の
こ

け
し
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
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名
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加
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白
石
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）

ノ　バ　　　ヘ　コ

欄・
1
1

1

　　コ　　軍

　　　　バ　　　へ

ll’l！鐸　



　　　　　灘亮緬
　　　　薗．一ヤ嵩F
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
　　　　》，．1　手、翫　　轄　　￥羅F　　醸二

　　　染、．瀬：舞肌で編隊r署f了き一

　一 、
，
セ、齢

1曙冒
鵬　　　1

p　i

ー
、

7マ

　　　　　　　　瓢　1一「離甲』

　　　　　　　　蕗、・
　　　　　　ルを　　　ンぬド　　ぴこ　　　　　　ゆダドドコガ

▲　いざ出陣じゃあ。「えいえいオー」

7
朔
』
顔

　　　　　　　　輩一1汀・　　　　’閣”　一　　　屯

　　　　躍、1緊翻、

　　　　　　　糊

睡瀞…灘零冨灘
▲　甲冑行列オールキャストです。ご苦労さまでした。

避

レ　頭をガブリ。今年はきっと
いいことがあるよ。

睡、　　髭』 鍵蓉V
雪

闇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
　
き

　
み
を
か
ナ
　
　
ゑ
　
　
ぢ

p
照
晒
、
矧
”
嬬
溺
黙

鵜
6
．
η
騨
篭
鴬

卿墨．

　
i
・
緊
、
　
　
　
誤
ー
　
鞭

　
　
『
　
－
　
r
F
子
　
　
　
　
　
　
　
L
　
㌦

ジ

、
’

・！＼－r躍顯

，顎1駒牛

・懲騒、．il

　ヌ＾竃纏　　1．』5．彦～畿

　∫一　　　　　　　　 1

▲　少年野球チームの選手が片倉家中の旗を持って先導しました。
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／〈5月2日
宵まつり

　中町特設ステージを会場に、宍戸　錠卜一クショーが行われた

のをはじめ、勇壮な地元和太鼓の演技、市内アマチュアバンドに

よるミニコンサートが披露され、お祭り気分を盛り上げました。
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　春まつりパレードは、市内の自治会など21団体から約1，300人

が参加して行われました。稚児行列、太鼓山車、子供みこし、

大人みこし、そして最後に甲冑行列へと続き、祭りは最高潮に

達しました。

　その他、エキパルロードでの白石城下商いまつりや、フリー

マーケット広場では手作りの露店が立ち並ぶなど、さまざまな

催しが繰り広げられ1日中にぎわいました。
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お花見でお年寄りとふれあい

＿　　　　5婚

　　　　響益声協緻泥会　　　　　建

欝豚錘灘　懸

藝＝　　，　 職聾曇
　　　　　郭1・騨，曳一、曙

　働く婦人の家で開催された老人介

護講座受講をきっかけに、平成7年

2月に結成されたボランティアグル

ープ「あったかい」（遠藤弘子会長、

会員17名）が、4月18日、ケアハウ

スやまぶきに入所しているお年寄り

15名を老人福祉センターに招待して

お花見交流会を行いました。会員の

方々による手作りのお弁当を食べな

がら、大正琴や舞踊などを鑑賞した

お年寄りは終始ニコニコと楽しいひ

とときを過ごしました。このケアハ

ウスやまぶきとの交流会は今後も毎

月1回行われる予定です。

こどもの日に大人が大はしゃぎ？

　　　　　　　・、興』灘　灘託
　　　　一や．駐・』・　、

　　　　し同ポ賛～嵐下野
ノ　　　　　　　　　　　　　　　びノ　　　　　　ドネ

　　　　　　訓　4　　　Ψ一7　　　　献／曳㌧、　　・＼1

　5月3日から5日まで弥治郎こけ
し村でチャイルドデーイベントが開

催され、また、名和好子コレクショ

ン展開催期間中とあって大勢の家族

連れなどでにぎわいました。コマな

ど昔懐かしい玩具を手にした子供た

ちはもちろん、親も時間を忘れて楽

しそうに遊んでいました。イベント

時以外にもコーナーには弥治郎こけ

しの歴史が紹介されておりますの

で、休日にはぜひご家族でお立ち寄

りください。

塾
難
、

　
篤

可能性信じ羽ばたけ
　　V剛”欝 騒σ鞠

しみ会なども行われる予定です。

　親子7組が参加したこの日は、川

井市長が「白石市ひこうせん」の看

板を設置した後、室内で入園式が行

われ、紙で作られた飛行船がひもを

伝わって壁から壁へ移動する一コマ

に子供たちは大はしゃぎでした。母

親たちも「どの子もいろいろな可能

性を持っていると思います。子供た

ちに、飛行船に乗ってふわふわと飛

んでほしい」と喜びを表していまし

た。

　市内初の母子通園施設「ひこうせ

ん」が、4月17日、東保育園内に開

園しました。この施設は発達に遅れ

が見られる児童に対し、集団の中で

の遊びを通して子供の持つ可能性を

引き出し、日常生活や集団適応の基

礎づくりをするために設置された施

設です。ひこうせんは、月曜日から

金曜日まで、二歳から五歳までの児

童が毎日通園し、専任の指導員がリ

ズム体操などを教えたり、親同士が

情報交換したりします。また、今後

は遠足、七夕まつり、運動会、お楽

市民の生の声を市政に

　平成10、11年度「市政モニター」

の委嘱状交付式が4月26日、白石市

情報センター「アテネ」で行われま

した。市政モニター制度は、市民の

生の声を市政に広く反映させようと

平成4年に制定されたものです。今

回は43名のモニターを代表して、東

大畑の主婦阿子島洋子さんが川井市

長から委嘱状を受け取りました。

　モニターには今後2年間、随時市

政への提言や市が実施するアンケー

ト調査に協力していただきます。

理にこ満悦料白石の伝承

　4月25日から5月5日まで武家屋

敷「旧小関家」で端午の節句展が行

われ、五月人形や白石市指定無形文

化財保持者宮城昭守さん製作の2尺
　　　　　　　　　カロたなコしらえ　 たんとう

5寸の太刀をはじめ、打刀持、短刀、
あいくちこしらえ

合口推などが展示されました。

響翼塾マ凋
　　　　ア㌧驕義籔一
　　　　　．一《蓑誌孝・

　また、5月1日には白石市食生活改

善推進員による笹巻きづくりの実演

と試食会が催されました。笹の香り

が漂う中、訪れた人たちは、笹巻き

にきな粉をつけて「おいしい」と自

石の伝承料理を味わっていました。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

みんなで町内クリーンデー

＼鷹
嘉瓢、．

　　　　薄艶紳

　田町自治会では、市で制定した

「ポィ捨て禁止」条例を契機に、“1

人ひとりの注意と行動力で町をきれ

いにし、資源を大切にしよう”を目

標に掲げ、奇数月の第二日曜日を町

内一斉クリーン行動日と決めまし

た。今のところは、ごみ集積所に出

されたごみの分別作業や草むしりな

どが中心ですが、今後は道路の空き

缶等ポイ捨てされているごみの清掃

もなされるとのことです。

「はりけよ～い、のこりた」

盤

帰麹・置馳養，、．、則

欝饗1、，
　　鳳鷹糞1雛姦嚢…

　5月3日に行われた市民春まつり

のフリーマーケット会場で「紙相撲

白石場所」が開催されました。これ

は、今年8月18日にキューブで開催

される「大相撲仙南場所」の事務局

が主催したもので、縦・横16cmの土

俵の下に細長い板を両脇から差し込

み、対戦者がそれぞれの板を指でた

たいて、紙製の力士を戦わせました。

参加した子供たちは、自分の紙力士

につけたしこ名が行司から呼ばれ、

「はっけよい・・」で始まる大相撲

さながらの紙相撲に熱中していまし

た。

四
月
十
八
日
、
十
九
日
、
第
十
七
回
全
国
城
下

町
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
明
石
大
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
出
席
す
る
た
め
明
石

市
を
訪
れ
た
。
十
八
日
午
後
一
時

か
ら
式
典
が
行
わ
れ
、
来
賓
紹
介

が
あ
っ
た
。

来
賓
に
国
会
議
員
本
人
や
地
元

の
名
士
も
数
多
く
出
席
し
て
い
た

の
で
、
ど
う
せ
私
の
紹
介
は
後
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
の
ん
び
り

構
え
て
い
た
ら
、
明
石
の
市
長
の

次
に
い
き
な
り
私
が
紹
介
さ
れ

た
。

び
っ
く
り
し
て
立
ち
上
が
っ
た

は
よ
い
が
、
段
差
に
足
を
取
ら
れ

て
膝
頭
に
痛
み
が
走
っ
た
。
大
し

た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

て
、
手
当
て
も
せ
ず
に
明
石
海
峡

大
橋
の
見
学
に
行
っ
た
。

地
元
の
人
に
、
明
石
海
峡
大
橋

く
る
の
が
最
も
い
い
コ
ー
ス
だ
と
教
え
ら
れ
た

が
、
か
つ
て
徳
島
県
の
土
木
部
長
を
務
め
た
建
設

　
　
　
　
　
　
省
の
高
官
に
、
「
せ
っ
か

1川井市長の

せせらぎトーク

■我が身を蝋って人の痛さを知れ■

を
渡
り
き
っ
た
ら
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
橋
を
眺

め
、
後
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
明
石
ま
で
戻
っ
て

1
が
カ
チ
ャ
ッ
カ
チ
ャ
ッ
と
上
が
っ
て
い
く

っ
た
く
心
臓
に
悪
い
。
収
穫
は
鳴
戸
大
橋
か
ら
鳴

く
造
っ
た
本
四
連
絡
道

だ
が
、
明
石
海
峡
大
橋

を
渡
る
と
戻
っ
て
く
る

人
が
多
い
。
徳
島
に
縁

の
あ
る
自
分
と
し
て
は

残
念
だ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
一
緒
に
行
っ
た
甥
に

そ
の
話
を
し
た
ら
、
そ

れ
で
は
ぜ
ひ
鳴
戸
大
橋

も
渡
っ
て
徳
島
ま
で
行

き
ま
し
ょ
う
と
言
う
。

そ
れ
も
そ
う
か
な
と
思

っ
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ

た
が
、
淡
路
島
が
あ
ん

な
に
大
き
い
と
は
ね
え
。

タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ

　
　
　
　
　
。
ま

戸
の
大
渦
を
見
た
こ
と
ぐ
ら
い
。

結
局
、
料
金
う
ん
万
円
で
あ
る
。
こ
の
金
の
重

み
と
、
タ
ク
シ
ー
の
中
で
同
じ
姿
勢
を
取
り
続
け

て
い
た
ダ
メ
ー
ジ
が
一
緒
に
き
て
、
膝
の
痛
み
は

ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。

翌
日
は
二
時
間
半
と
い
う
長
丁
場
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
以
来
、

東
京
一
極
集
中
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
政
策
が
、
い

か
に
東
北
に
犠
牲
を
強
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と

い
う
主
張
や
、
産
廃
の
住
民
投
票
に
言
及
し
、
目

前
に
迫
っ
て
い
る
裁
判
を
前
に
し
て
は
、
法
的
拘

束
力
が
な
く
て
も
産
廃
の
住
民
投
票
を
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
私
の
苦
衷
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
三
木
神
戸
商
科
大
学
学
長
や
、
パ
ネ
ラ
ー
の
国

際
政
治
評
論
家
舛
添
要
一
氏
も
大
き
く
う
な
ず
い

て
共
感
を
示
し
、
聴
衆
に
解
説
を
加
え
て
呼
び
か

け
て
ま
で
く
れ
た
。

二
十
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
郵
政
大
臣
表
彰
式
に

出
席
し
た
。
今
年
の
表
彰
は
、
白
石
市
、
白
石
郵

便
局
、
越
河
郵
便
局
の
古
山
局
長
、
小
原
の
高
橋

侃
さ
ん
と
、
二
団
体
、
二
個
人
が
表
彰
を
受
け
た
。

　
一
緒
に
自
治
体
表
彰
を
受
け
た
郡
山
の
藤
森
市

長
か
ら
、
「
今
年
の
白
石
市
は
四
冠
王
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」
と
言
わ
れ
た
が
、
代
表
し
て
答
辞
を
述

べ
た
の
が
、
何
と
札
幌
市
白
石
郵
便
局
の
堀
井
雄

一
さ
ん
だ
っ
た
。
、

そ
の
後
皇
居
に
参
内
し
拝
謁
ま
で
は
我
慢
し
て

い
た
が
、
皇
居
内
の
拝
観
は
ご
辞
退
申
し
上
げ
、

バ
ス
の
中
で
膝
を
さ
す
っ
て
い
た
。

表
題
の
よ
う
な
諺
が
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
思
い

が
け
な
い
副
産
物
も
あ
る
。

帰
自
後
、
治
療
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
き
に
聞

い
た
話
で
は
、
お
年
寄
り
は
女
性
の
方
が
膝
が
悪

く
な
る
そ
う
で
あ
る
。
男
性
は
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ

と
も
で
き
る
が
、
女
性
は
そ
う
も
い
く
ま
い
。
そ

こ
で
、
敬
老
会
は
で
き
る
だ
け
椅
子
に
腰
掛
け
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
提

案
し
た
。

会
場
設
営
の
方
々
は
大
変
な
よ
う
で
あ
る
が
、

膝
を
痛
め
て
い
る
お
年
寄
り
に
は
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
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フランス刺しゅうは、今年1月に講

座からサークルとなりました。講師の

三根久美子先生に手取り足取り教えて

いただき、ゆっくり長く続けていきた

いと思っています。

毎月第二、第四金曜日は、楽しいお

しゃべりと熱心な作業？とにかく和気

あいあいの2時閻を大切にしています。

O会員の声

・作る楽しみと出来上がった喜び、皆

さんもこ一緒にいかがですか。

・作品が完成間近になるととてもうれ

しいです。

・手と頭を使い老化防止に楽しくにぎ

やかにやっています。

・とてもうれしく、とても楽しく、お友達

もできて金曜日が待ち遠しいです’。

O先生から

サークル活動に移ってから、少し人

数が減りましたが、みんなで楽しくや

っております。戸塚刺しゅうは会員制

で上位資格を取得することもできます。

皆さんの頑張りを期待していますし、

新しい仲問をお待ちしてい豪す。

，、』1山唖

　　　瓦

．4』預藩

八一ストビル便り
解ST顕“A9～c

略轡幽瓢3　『1、・
　　　　一■

、

今年もまた年に一度行われるイースターがやって

きました。

イースターとは何かというと、日本ではあまりな

じみがありませんが、キリスト教の国では、イース

ター（復活祭）は、クリスマスと並んで大事な行事

の1つとなっています。

南半球での秋分の日以降、最初の満月の後の日曜

日をイースターサンデーといい、その前の金曜日を

グッドフライデーといいます。金曜日にイエスキリ

ストが十字架に張り付けられ、日曜日に復活したと

いうことが、イースターの由来となっています。

FアomSわμκUちゃん

醸￥“吻り
　　PしZコ

潭

境

慧

無
敏

　再、・
転窟
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ひかり幼稚園　●　⑤
　　深田麻由美さん（越河）23歳

》仕事について

幼いころからあこがれていた職業でした。

今は毎日、子供たちの発想や思わぬ発見に驚い

たり、感動したりの日々です。

》夢や目標

まだ行ったことのない所がたくさんあるので、

夢はいろいろな土地を旅してみることです。

》理想のタイプ

思いやりのある人

》その他一言どうぞ

まだ幼稚園に入っていない小さいお友達のト‘遊

びの集い”というのもあります。一度遊びに来て

ください。

リンリのワンポイント

盈・
露◎一・

遅し

　「Variety　is　the　spiee　of　life」という英語の諺が

あります。「多様性が人生の薬味」という意味です。

世界にはいろいろな違う文化や宗教があります。

自分と異なっている意見や価値観を抱いている人

も少なくありません。この違いが戦争や差別につ

ながることもあります。しかし、違う考え方から

勉強でぎることがたくさんあると思います。違う

意見を聞くのは本当に貴重な勉強ができるチャン

スです。

世界の人が全部同じ文化や意見を持ち、同じ価

値観を抱いていれば、歴史のおもしろさや、旅行

する楽しさもなくなると思います。違いがあるか

らこそ世界がおもしろく、住みがいがあります。

※5月号の諺に誤りがありました。正しくは

「Thehandthatrocksthecradlerulestheworld」です。

漬
け
ん
と
て
二
つ
に

芽
宿
せ
り

あ
た
ら
し
き
友
と
出

明
日
へ
の
意
欲

白
鷺
と
鴉
が
同
じ
電

保
ち
て

春
の
香
の
う
こ
ぎ
御

笑
顔
顕
ち
く
る

薬
師
寺
の
明
け
の
鐘

両
手
を
合
わ
す

春
の
朝
競
い
て
噸
る

か
う

古
木
な
る
生
還
記
念

れ
し
畑
に

　
高
　
橋
　
辰
　
男
　
選

割
り
し
白
菜
の
抱
け
る
如
く
花

　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

会
っ
た
一
泊
の
旅
が
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

線
に
止
ま
り
て
居
り
ぬ
距
離
を

　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
　
伝

飯
を
供
え
た
り
好
み
し
父
母
の

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

音
き
き
な
が
ら
の
ぽ
る
朝
日
に

　
　
　
　
　
　
　
永
山
　
成
夫

鳥
の
声
ラ
イ
ブ
の
如
く
空
に
響

　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

の
小
梅
ま
た
無
心
に
咲
け
り
荒

　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

句
、
短
歌
三
首
、
川
柳
三
句
以
内
．
は
が
き
に
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
応
募

は
っ
き
り
書
き
、
〒
㈱
－
㎜
白
石
市
字
亘
理
町
3
7
－
3
、
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー

俳
句
、
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
毎
月
1
5
日
締
め
切
り
。

春
が
来
て
土
の
感
触
甦
る
老
い
て
も
農
婦
野
菜
の
種

蒔
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

春
の
日
の
孫
を
祝
い
て
記
念
樹
を
植
え
し
八
重
桜
今

咲
き
誇
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

輝
や
け
る
老
後
に
ひ
た
る
こ
の
日
頃
幸
せ
う
す
き
人

　
お

も
在
わ
す
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

囲
一
首
目
。
二
つ
割
り
に
し
た
白
菜
の
中
心
部
に
、

次
の
生
命
の
花
芽
を
発
見
し
た
主
婦
の
感
動
。
二
首

目
。
一
泊
旅
行
で
得
た
明
日
へ
の
意
欲
で
前
向
き
に

生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
さ
わ
や
か
だ
。
三
首
目
。

珍
し
い
情
景
を
着
実
に
写
し
と
っ
た
。
結
句
が
し
っ

か
り
と
四
句
ま
で
を
受
け
止
め
て
い
る
。

閣
一
国
遠
藤
秋
尾
選

開
拓
の
明
け
暮
れ
も
過
去
杉
の
花
　
　
　
鈴
木
　
民
子

合
格
の
報
せ
に
軒
の
燕
来
る
　
　
　
　
日
下
　
　
文

市
民
文
芸
艦
毒

一
晩
に
吹
き
出
す
や
う
に
芽
吹
賞

も
う
す
で
に
山
独
活
掘
ら
れ
を
り
し

水
温
む
鴨
は
流
れ
に
鷺
は
瀬
に

沈
丁
に
触
れ
き
し
風
の
ほ
の
か

余
り
に
も
負
ふ
母
軽
し
観
櫻

特
や
く
の
芽
を
十
ば
か
り
数
え

彼
岸
会
や
畔
の
祠
に
け
づ
り
花

散
り
急
ぐ
花
に
心
の
あ
る
如
く

囲
一
句
目
。
苦
し
か
っ
た
開

た
杉
も
大
木
と
な
り
杉
の
花
が

歳
月
を
ふ
と
思
う
。
二
旬
目
。

か
念
願
の
合
格
の
報
せ
に
軒
（

る
、
う
れ
し
い
俳
句
。
三
句
目

が
一
斉
に
芽
吹
く
さ
ま
と
↓
晩

と
表
現
し
て
大
自
然
の
生
命
力

岡
国
・

考
え
て
ば
か
り
へ
時
が
逃
げ
て

み
せ
か
け
の
大
き
な
丸
の
内
に

い行　江
るく

孫
太
郎
選

草
野
　

清

南
か
ほ
る

け
り
　
岩
沢
　
伍
峯

ふ
な
　
山
家
　
弘
子

陛
　
　
三
浦
　
愛
嶺

”
な
る
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
高
橋
　
正
雄

川
け
り
　
高
子
た
ち
ば
な

旧
　
　
小
川
　
正
夫

　
　
　
遠
藤
　
忠
臣

悶
拓
時
代
、
植
え
ら
れ

哩
見
事
に
、
五
十
年
の

高
校
だ
ろ
う
か
大
学

の
ツ
バ
メ
も
ま
た
来

H
。
木
の
芽
や
草
の
芽

だ
吹
き
出
す
よ
う
だ

～
ま
で
も
一
句
に
。

こ
れ
か
ら
は
鈍
行
で
行
く
残
り
旅
　
　
小
野
嘉
津
子

　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
こ

老
残
よ
お
前
も
か
猪
口
依
存
症
　
　
　
芝
玄
太
郎

あ
り
が
と
う
な
ぜ
か
言
え
な
い
反
抗
期
　
北
ち
づ
る

農
に
生
き
太
陽
を
神
と
す
る
　
　
　
　
菊
池
　
不
忘

齢
の
功
出
し
か
け
た
愚
痴
丸
く
の
み
　
一
條
　
芳
子

下
町
の
酒
は
切
な
い
ほ
ど
泌
み
る
　
　
片
岡
　
鶴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
む
ろ

辿
り
つ
く
あ
な
た
の
胸
は
氷
室
で
す
　
菅
野
　
春
江

景
気
へ
の
テ
コ
入
れ
テ
コ
が
細
す
ぎ
る
　
佐
藤
武
雄

囲
一
句
目
。
「
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
の

は
、
偏
見
か
こ
だ
わ
り
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
」
何

事
も
実
行
力
・
決
断
力
が
な
い
と
個
人
も
社
会
も
進

歩
し
な
い
と
強
調
。
秀
句
。
二
句
目
。
と
か
く
建
前

論
や
虚
構
の
世
界
に
こ
だ
わ
り
が
ち
な
現
代
人
の
通

弊
を
鋭
く
指
摘
し
た
句
。
佳
句
。
三
句
目
。
「
老
人

の
哀
愁
」
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
句
。
川
柳
と
し
て

は
佳
句
だ
が
、
考
え
方
と
し
て
は
一
応
現
実
を
肯
定

す
る
と
し
て
も
、
そ
う
や
す
や
す
と
冥
土
行
き
に
従

う
前
に
、
通
俗
的
な
運
命
論
を
乗
り
越
え
て
生
き
抜

く
と
い
う
「
発
想
の
転
換
」
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。



6
月
1
2
日
は
自
石
市
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す

　
六
月
十
二
日
は
【
県
民
防
災
の
日
】
で
す
。

　
こ
の
日
は
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教

訓
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
六
月
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
一
二
十
分
ま
で
、
白
石

市
郡
山
字
西
堀
（
主
会
場
東
北
ア
ツ
ギ
株
式
会
社
）
に
お
い
て
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
覧
．
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
『
　
一
二
『
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畢
一
．
，
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

●
訓
練
の
内
容

　
『
六
月
十
二
日
午
後
一
時
ご
ろ
宮
城

県
沖
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
。

　
こ
の
地
震
の
た
め
市
内
各
地
に
お
い

て
家
屋
の
倒
壊
、
公
共
施
設
が
損
壊
し

た
ほ
か
交
通
機
関
、
電
力
、
通
信
、
ガ

ス
、
道
路
、
上
下
水
道
施
設
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
が
で
た
。
』

　
こ
の
た
め
、
東
北
ア
ツ
ギ
㈱
の
従
業

員
が
屋
上
に
取
り
残
さ
れ
、
自
石
消
防

署
・
白
石
市
消
防
団
の
救
出
活
動
、
白

石
市
医
師
会
等
に
よ
る
応
急
処
置
、
さ

ら
に
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

空
中
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
午
後
一
時
に
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

や
鐘
を
鳴
ら
し
て
訓
練
の
開
始
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

主
会
場
と
な
る
東
北
ア
ツ
ギ
㈱
運
動
場

で
は
煙
中
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練

お
よ
び
応
急
復
旧
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま

す
。

卜轟
婚
雛
醸
籔

　
　
　
　
　
保
険
税
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

A
．
国
民
健
康
保
険
税
は
月
割
で

課
税
に
な
り
ま
す
が
、
社
会
保
険

に
加
入
し
た
時
期
、
人
数
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
市
民
課
へ
社
保
加
入

の
届
け
出
を
さ
れ
る
際
、
税
務
課

で
ご
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

☆
6
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
3

期
の
納
期
で
す
。
納
期
限
内
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

．
ρ
ノ　

ぞ
”
盛
望

「
轟

プ
ザ

。
ノ

　底　“魅急、“

警
　
㌧

罰 　
　
ザ

㎡β一

■
一
一
＝
瞠

」

大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢保育園

白川小学校
白川中学校
白川公民館
白川保育園
福岡小学校
福岡中学校
福岡公民館

北保育園
深谷小学校
深谷公民館
深谷保育園

八宮分校
長峰分校
不忘分校
蔵王分校

校分住三

小原小学校
小原中学校
小原公民館
小原保育園

中央公園
益岡公園（含野球場）

白石川緑地公園

鎌先公園
城東コミュニテ／センター

白石第一小学校

自石第一幼稚園

白石第一児童館

いきいきプラザ

自石女子高等学校

西保育園
市　役　所
勤労青少年ホーム

白石高等学校

白石中学校

南保育園
白石第二幼稚園

働く婦人の家
白石第二小学校

中央公民館
自石工業高等学校

鷹巣地区コミュニティセンダー

東保育園
東　中学校
越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園
斎川小学校
斎川公民館
大平小学校
大平公民館
勤労者体育センター

奥州街道ふれあいの館

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

＊
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
薗
二
二
－
一
三
二
一

コ

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
事

前
に
通
知
い
た
し
ま
す
が
、
毎
年
六
月

に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
は
、
現
在
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど

を
届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当

が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大

切
な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出

が
な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
い
分
か

ら
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
持
参
す
る
も
の
〕

①
通
知
書

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

③
受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加
入
証

明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受
け
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

＊
詳
し
く
は
、
市
民
課
総
務
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す
ノ

　
今
月
は
、
平
成
十
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
ま
で
の
四
カ
月
分
の
児
童
手
当
が

振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
五
日

以
降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

児童手当現状届出日程表

月
　
　
日

6
月
2
3
日

6
月
2
4
日

6
月
2
5
日

6
月
2
6
日

地
区
名

白大大斎越　鷹
川沢平川河

福
　
岡

小
　
原

白
　
石

時
間

場
所

　午前9時～午後3時

市役所第2会議室（2階）

市
県
民
税
の
追
加
特
別
減
税
に
つ
い
て

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
存
じ
の
と

お
り
、
消
費
の
拡
大
等
経
済
緊
急
対
策

の
一
環
と
し
て
、
所
得
税
や
市
県
民
税

の
追
加
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
県
民
税
の
追
加
減
税
額
は
、
納
税

義
務
者
本
人
は
九
千
円
、
配
偶
者
を
含

む
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は
一
人
当
た
り

四
千
五
百
円
の
定
額
減
税
と
な
り
ま

す
。［

例
］
夫
婦
と
子
供
二
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
世
帯
の
場
合

　
納
税
義
務
者
本
人
　
九
千
円

　
配
偶
者
　
　
　
　
　
四
千
五
百
円

　
扶
養
者
（
子
）

　
扶
養
者
（
子
）

　
　
合
　
計

［
実
施
方
法
］

①
給
与
所
得
者

　
　
四
千
五
百
円

　
　
四
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

　
平
成
十
年
六
月
分
の
特
別
徴
収
税
額

を
徴
収
せ
ず
、
当
初
分
と
今
回
の
追
加

分
を
合
わ
せ
た
特
別
減
税
額
を
控
除
し

た
後
の
年
税
額
を
七
月
以
降
の
十
］
カ

月
で
徴
収
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
期
限

（
5
月
31
日
）
を
一
カ
月
遅
ら
せ
ま
す
。

②
事
業
所
得
者
、
年
金
受
給
者
等

　
平
成
十
年
度
第
一
期
分
の
納
付
額
か

ら
控
除
し
ま
す
。
な
お
、
第
一
期
分
の
納

期
（
6
月
3
0
日
）
を
一
カ
月
遅
ら
せ
ま
す
。

※
所
得
、
課
税
、
非
課
税
証
明
の
発
行

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
追
加
特
別
減
税

措
置
に
よ
り
、
給
与
所
得
者
で
特
別
徴

収
の
方
は
六
月
中
旬
、
事
業
所
得
者
及

び
年
金
受
給
者
等
は
七
月
中
旬
か
ら
証

明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
露
二
二
－
一
三
一
三

司平成9年度市民文芸年度賞受賞作品及び作者1・一・
億◆
轄1
蜂
饒

1章

1米

蝶
◆子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

轟
）
幼
児
が
－
・
撰
範
群
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

皿
辮
た
髭
麗
馨
迷
甜
も
－
子
ゆ

黍
立
人
降
た
る
枯
野
ハ
ス
鳶
正
雄
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

圓
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

指
先
の
い
ま
の
火
照
り
よ
許
裏
よ
南
・
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
奪
釦

　
趨
水
鏡
　
れ
て
－
ー
僚
乙



国
民
年
金
の
手
続
ぎ
は
、
お
済
み
τ
す
か

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）
や
共
済
組

合
（
公
務
員
等
）
に
加
入
し
て
い
な
い

人
は
、
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
（
学
生

も
強
制
加
入
で
す
。
）
手
続
き
は
ご
自

分
が
市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
加
入
し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
に

は
・
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
は
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。　

届
け
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納
め

な
い
で
い
る
と
、
将
来
、
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
届
け
出
は
、
忘
れ
ず
に

で
き
る
だ
け
早
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

O
第
一
号
被
保
険
者

　
学
生
や
農
業
・
商
業
等
を
営
む
人
と

そ
の
家
族
。
保
険
料
は
市
役
所
が
発
行

す
る
納
付
案
内
書
等
に
よ
り
ご
自
分
で

納
め
ま
す
。

○
第
二
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
。
保
険
料
は
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

0
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
。
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入

し
て
い
る
制
度
（
厚
生
年
金
保
険
・
共

済
組
合
）
で
負
担
す
る
の
で
、
ご
自
分

で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

　
国
民
年
金
係
宙
二
二
i
一
三
二
一

『
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
』
薬
物
乱
用
防
止

　
薬
物
乱
用
防
止
を
呼
び
か
け
る
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
期
問
（
6

月
2
0
日
～
7
月
1
9
日
）
の
一
環
と
し
て

6
2
6
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
目
的
は
、
開
発
途
上
国

な
ど
で
薬
物
乱
用
防
止
活
動
に
従
事
し

て
い
る
民
問
団
体
（
N
G
O
）
の
活
動

資
金
と
す
る
た
め
の
も
の
で
、
「
国
際

協
力
で
薬
物
乱
用
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
」
を
合
い
言
葉
に
、
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
高
校
生
な
ど
に
よ
る
街
頭
募

金
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
パ
ネ
ル
展
も
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
六
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

●
場
所
サ
ン
コ
ア
（
柴
田
町
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
城
県
仙
南
保
健
所

　
食
品
薬
事
課
薬
事
温
泉
係

　
盆
〇
二
二
四
－
五
三
－
三
一
二
〇

福祉の里までの宮城交通バス
　　乗り入れが始まりました。

　宮城交通バス「鎌先線」の路

線が変更になり、5月11日から

福祉の里（総合福祉センター、特

別養護老人ホーム、ディサービ

スセンター、在宅介護支援セン

　ター、ケアハウス）まで乗り入れ

が始まり、大変便利になりまし

　たのでご利用ください。バスの

運行時間は次のとおりです。

◎鎌先線運行経路

　白石駅～本町角～長町～亘理町

　～有志町～大橋～下原入口～下原

　～福祉センター～（略）～弥治郎

◎運行時刻

　［平日下り］

白石駅前発

　7：02、8：10、　9：30、　11：30、

　　13：40、　15：35、　17：00、　17：55

福祉センター着

　7：13、　8：21、　9：41、　11：41、

　　13：51、　15：46、　17：11、　18：06

　［平日上り］

福祉センター発

　7：36、　8＝44、　10：04、　12：04、

　　14：14、　16：09、　17：34、　18：29

　白石駅前着

　　7＝49、　8：57、　10：17、　12＝17、

　　14：27、　16：22、　17：47、　18＝42

騨ロ刎
　　　　く
　　　　斎
　　　　川
　　　　地
　　　　区
　　　　の
　　　　市
　　　　政
　　　　懇
　　　　談
　　　　ム　　　　ロ　　　　風
　　　　里　　　　尿

6尉纏羅鵬蛎謝鰯
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　白石市は、市民総参画による市政　　て各地区を訪問し、市民の皆様の生

の発展を図るため、平成9年度に引　　の声を聞こうとするものです。

き続き本年度も、市民の方々との対　　　この市政懇談会のトークの中で市

話を特に重視した市政懇談会「市民　　民の皆様の貴重なご意見、ご提言等

と市長のふれあいトーク」を開催い　　を得て、これからの市政に反映させ

たします。　　　　　　　　　　　ていこうとするものです。6月の市

　この市政懇談会は、皆様ご存じの　　政懇談会は下表のとおりですので、

ことと思いますが、事前の提言事項　　各地区の皆様の積極的な参加をお願

の集約をもとに、市長が先頭になっ　　いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

　開催場所

内親集会所

開催時間

よ
マ刀後午

開催月日

6月4日休〕

　自治会名
1区

地区

白川公民館午後7時6月9日㈹2区、3区、4区、5区、6区、7区

白月1

下戸沢公会堂午後7時6月27日仕）上戸沢、下戸沢、大熊、赤井畑、冷清水小原

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆様の生の

声を聞く、意見交換の場所です。一その成果をこれからの市政に反映し

ていこうとするものですので、ご理解をお願いいたします。

市民の皆様へ

　　　　　　　6月のごみ収集日について（お知らせ）

◆6月は環境月問です。環境美化・リサイクルの推進にご協力願います。

◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています。曜日の見方は第何回目となります。）

み区分 不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

資源・ビン類

第2、第5／火

第2、第5／月

第2、第5／木

第2、第5／金

第2、第5／水

資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

可燃ごみ

火・金

月・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　　　地　区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

不燃ごみ

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成10年6月の収集日は下記のようになります。

　　　地区名　　　　　可燃ごみ　　　 資源・缶プラ　資源・ビン類

6／236／9、6／306／2、6／16

　　　　　　　　　可　燃　ご　み

6／2、6／5、6／9、6／12、6／16、6／19、

6／23、6／26、6／30
越河、斎川、大平

6／226／8、6／296／1、6／15

6／256／116／4、6／18

6／1、6／4、6／8、6／11、6／15、6／18
6／22、　6／25、　6／29

大鷹沢、白川、小下倉

6／266／126／5、6／19

6／246／106／3、6／17

6／1、6／3、6／4、6／8、6／10、6／11、

6／15、6／17、6／18、6／22、6／24、6／25、6／29

6／2、6／3、6／5、6／9、6／10、6／12、

6／16、6／17、6／19、6／23、6／24、6／26、

6／30

福岡、小原

市街・東北本線東側

（臼石工業高校側）

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

　　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました

◆お願い
　1・ごみは収集日を守り・かならず収集日の朝8時30分までに出してください、

　2，生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3。ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください．

◆ごみは指定の集積所へ
　1．ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2、他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　　◎仙南リサイクルセンターでは、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●㊨、市生活環境課　電話22－1314

自
石
警
察
署
か
ら

～
梅
雨
時
の
交
通
事
故
防
止
～

　
六
月
に
入
り
、
梅
雨
の
季
節
に
入
り

ま
す
が
、
雨
の
日
は
視
界
が
悪
く
、
音

が
聞
こ
え
に
く
く
、
ま
た
路
面
が
滑
り

や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
雨
の

日
の
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は

◇
速
度
は
普
段
よ
り
セ
ー
ブ
し
ま
し
ょ
う
。

・
雨
の
日
は
、
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
制

動
距
離
も
長
く
な
り
危
険
で
す
。

◇
車
間
距
離
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
雨
の
日
は
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ

ー
キ
を
避
け
、
車
間
距
離
は
普
段
の
二

倍
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
の
方
は

◇
無
理
な
横
断
、
飛
び
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
雨
の
日
は
、
先
を
急
ぎ
や
す
く
な
り

ま
す
が
、
気
持
ち
を
抑
え
、
交
通
　
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
よ
う
。

◇
服
装
は
明
る
い
も
の
を
着
用
し
ま
し

よ
う
。

・
雨
の
日
は
、
視
界
が
悪
く
危
険
な
の

で
、
明
る
い
目
立
つ
服
装
を
着
用
し
、

特
に
夜
間
は
反
射
材
を
付
け
、
事
故

か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
に
乗
る
方
は

◇
傘
差
し
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

．
傘
差
し
運
転
は
、
視
界
誕
妨
げ
る
と

と
も
に
運
転
が
不
安
定
に
な
り
危
険

で
す
。

マ

一｛“籔岬
蓋

自
石
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

奪
旦
男
に
盤
釜
や
慰
循
が
扇
＜
．
年
金
配
達
サ
ー
ビ
ス

　
郵
便
局
で
は
、
年
金
や
恩
給
を
支
払

期
ご
と
に
ご
自
宅
に
お
届
け
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
対
象
と
な
る
方

　
ご
高
齢
、
病
弱
な
ど
の
た
め
、
郵
便

局
に
出
向
い
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

に
不
自
由
さ
れ
て
い
る
方
。

（
ご
家
族
に
よ
る
代
理
受
領
が
で
き
る

方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

ご
家
族
と
同
居
さ
れ
て
い
る
場
合
で

も
、
ご
家
族
の
方
が
日
中
ご
不
在
の
場

合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
）

詳
し
く
は
貯
金
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
奪
一
五
⊥
一
七
四
四



■

「電動

　歯ブラシ」

石
川
歯
科
医
院
　
　
（
蔵
王
町
）

医
院
長
石
川
　
和
史

イ・ノ』

　
最
近
、
「
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
主
役
で
あ
る

歯
磨
き
に
関
連
し
て
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の

お
話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
歴
史
は
意
外
に
古

く
、
我
が
国
で
は
六
十
年
代
に
は
登
場

し
ま
し
た
が
、
家
庭
に
は
な
か
な
か
浸

透
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近
年
、

各
メ
ー
カ
ー
の
製
品
開
発
に
よ
っ
て
電

動
歯
ブ
ラ
シ
は
よ
り
手
用
歯
ブ
ラ
シ
に

近
い
動
き
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
短
時
問
で
清
掃
し
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
歯
磨
き
が
困
難
で

あ
る
高
齢
者
や
手
の
不
自
由
な
方
、
歯

磨
き
の
力
が
強
過
ぎ
る
方
な
ど
に
有
効

で
す
。
的
確
に
使
用
す
れ
ば
比
較
的
簡

便
に
確
実
に
プ
ラ
ー
ク
を
除
去
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
短
所
と
し
て
、
持

ち
運
び
が
不
便
で
あ
る
。
奥
歯
・
歯
の

裏
側
な
ど
に
あ
て
に
く
い
場
合
が
あ

る
。
使
用
法
を
誤
る
と
歯
肉
や
歯
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
。
毛
先
が
動
く
た
め
、

的
確
に
歯
面
に
あ
て
る
こ
と
が
難
し
い

な
ど
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
を
使
用
す

る
際
は
、
手
用
歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る
正
し

い
磨
き
方
を
理
解
し
て
か
ら
の
使
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
肝
心
な
の
は
磨
く
べ

き
場
所
に
き
ち
ん
と
あ
て
、
丁
寧
に
時

問
を
か
け
て
プ
ラ
ー
ク
を
取
り
除
く
こ

と
。
そ
う
し
な
い
と
手
用
で
も
電
動
で

も
歯
磨
き
の
効
果
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

『鞠桑…ドう

のしむ

z

キ子いな

虫歯を早く治しτ
　　メタ：ルを壱6おう’

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6か

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6か月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！
片田　大稀くん　　（緑が丘）　　　　　　　　我妻　俊介くん　　（郡　山）

高橋　杏奈ちゃん（南町1　　　　　　　　　阿部　優樹くん　　（越　河）

池田　勇紀くん　　（福岡蔵本〉　　　　　　　高子　真久くん　　（郡　山）

佐藤　千秋ちゃん（福岡深谷）　　　　　　　　柴田　千尋ちゃん（東大畑）

斎藤　真里ちゃん（西益岡町1　　　　　　　村形　隼人くん　　（福岡長袋

石垣　愛美ちゃん（郡山）
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Φ．低力ロリーの

触

　　　　　　　　￥

）芽あえ＼
　　　　　　　　　　、

　　　　　一冨’　　　　1

　　　　　　　　　　’
　ヘルスメイト白石　　，

志村　わくりさん1
　　　　　（大鷹沢）1
　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　／
　　　　　　　　！
　　　　　　　／
　　　　　　1　　　　　　！

竹の子とささみの木の

蜂　
か
r

鷹力σグーの材料ざ右、

ナ分ポグユームのある一品ですち

　　　材料4人分

　竹の子　　　　　　中1本
　ニンジン　　　　　　中1本
　ささみ　　　　　　　　100g
　アスパラガス　　　　　3本
　さやえんどう　　　　　　8枚

　木の芽　　　　　　　伯枚
　塩　　　　　　　　　少々

A｛　　みそ　　　　　　　　大1

　　砂糖　　　　　　　大1
　　酒　　　　　　　　大2
　　酢　　　　　　　　少々

〈
作
り
方
〉

①
竹
の
子
・
ニ
ン
ジ
ン
は
一
口
大
に
切

　
り
、
少
々
の
塩
を
入
れ
て
ゆ
で
る
。

②
さ
さ
み
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
き
や
え
ん

　
ど
う
も
塩
ゆ
で
し
、
一
口
大
に
切
る
。

0
す
り
鉢
に
木
の
芽
を
入
れ
て
よ
く
す

　
り
、
さ
ら
に
調
味
料
A
を
加
え
て
す

　
り
、
①
②
の
材
料
を
混
ぜ
て
よ
く
あ

　
え
る
。
さ
や
え
ん
ど
う
は
彩
り
に
添

　
え
る
。

栄養価（1人当り）

工艦i／

た響ゲ

，
、
、
甲
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1．園團回回。
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D0

勝手に届いた紳士録

助

　
会
社
や
個
人
あ
て
に
紳
士
録
や

専
門
書
（
あ
る
い
は
掲
載
、
購
読

に
関
す
る
意
向
表
明
書
）
な
ど
が

突
然
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後

で
代
金
を
請
求
さ
れ
「
無
料
で
な

い
」
こ
と
に
気
づ
く
場
合
も
多
い

の
で
す
が
、
会
社
な
ど
で
は
前
任

者
が
契
約
し
た
と
思
い
、
請
求
ど

お
り
支
払
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
業
者
も
そ
こ
に
つ
け
込
ん
で
、

商
品
と
請
求
書
の
発
送
時
期
を
わ

ざ
と
ず
ら
し
た
り
、
意
向
表
明
書

に
は
N
O
で
も
Y
E
S
に
な
る
よ

う
な
文
面
体
裁
を
と
っ
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
を
使
っ
て
き
ま

す
。
紳
士
録
に
限
ら
ず
、
向
こ
う

か
ら
一
方
的
に
贈
ら
れ
て
き
た
商

品
は
、
業
者
の
勝
手
な
契
約
の

「
申
し
込
み
」
で
こ
ち
ら
が
「
承

諾
」
し
な
け
れ
ば
契
約
は
成
立
し

ま
せ
ん
。

　
訪
問
販
売
法
で
は
勝
手
に
送
り

つ
け
ら
れ
た
商
品
に
は
代
金
を
払

っ
た
り
、
返
送
す
る
義
務
は
な
く
、

商
品
到
着
日
か
ら
十
四
日
以
内
に

業
者
に
引
き
取
り
を
請
求
し
た
場

合
は
請
求
の
日
か
ら
七
日
を
経
過

す
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
随
意
処
分
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
商
品
に
先
立
っ
て
意
向
表
明

書
や
申
込
書
が
郵
送
さ
れ
て
き
た

場
合
は
、
返
事
は
出
さ
ず
無
視
し

た
方
が
無
難
で
す
。
後
日
、
業
者

か
ら
可
否
の
確
認
が
あ
っ
た
場
合

も
「
要
ら
な
い
」
と
は
っ
き
り
断

っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
商
品

の
所
有
権
は
業
者
に
あ
り
ま
す
の

で
、
心
当
た
り
の
な
い
商
品
が
届

い
た
場
合
は
周
囲
に
注
文
の
有
無

を
確
認
の
う
え
、
期
間
を
待
っ
て

処
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。

α1

調査年月日：平成10年5月1日
1平均価格対前年闘上ヒ高値　安値

●
お
問
い
合
わ
せ

　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
盆
二
二
1
；
二
四

安値

4，000

　568
　774
　　75

　　93

　298
　398
　598
　　98

　228
　　78

5，600

　774
　810
　　78

　　95

　478
　648
　648
　110
　298
　155

400

223

65

　　5

12

116

69

平均価格

4，800

　　671

　　792

　　　76

　　　94

　　388

　　523

　　623

　　104

　　263

　　116

　　　規　　　格

一般家庭用、10皿㎡

18’

18召

16、店頭価格、現金売り
1召、レギュラーがノリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末12Lg（王五kでも可〕

液体、ポンプタイプ、700－780濾

冊，録画時間1鮒，ス卿一剛フ，3翻，牌可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

品　目
プロパンガス

灯油（店頭）

灯油〔配達）

軽　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

安値
　　69

　398
　298

遡　198
　198
　298
　980
　150
　198
　598

踊鞭肚

一　43

＋　14

比　高値

3　　128

4　　498
　　　　395

　　4，750

0　　198
　　　　258

　　　　480

　　　　980

　　　　198

　　　　198

　　　　658

平均価格

　　　98

　　448

　　346

翅　　198

　　228

　　389

　　980

　　348

　　198

　　628

　　規　　格
普通品（1斤入り）1袋

サラダ油〔食用齢油脚容脚）、L500

1厭叉はカ〃刷離品は除く1、たし糊

獣県産ひとめほれ10D％10kgl5kgは換期1

14、紙パック入り
ロース、チルド、100

赤身、切身鵬用1きはだ又はめばち100g

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100g

品　目
食パン
食用油
み　　そ

うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　び
にんじん

ね　 ぎ

国産牛肉



白石市勤労青少年ホーム「ALTA白石」
宙・圃25－3720

平成10年度受講生募集！

　A　L　T　A白石（白石市勤労青少年

ホーム）では引き続き受講生を募集

いたします。仕事帰りにちょっと寄

ってみませんか。充実の13講座と楽

しいサークルがあなたをお待ちして

います。

　もしかしたら新しい自分を発見で

きるかも。ぜひA　L　T　A白石におい

でください。

☆利用できる方☆

　市内に在住、または勤務する30歳

までの方であれば、どなたでも利用

できます。

　それ以外の方も利用できる場合が

ありますので、お問い合せください。

☆お申込み方法☆

　ご来館または電話でお申し込みく

ださい。申し込みは先着順に受け付

けますが、申し込みが少ない場合は

中止する講座もありますので、ご了

承ください。

☆受付時間☆

　13：00～21＝00（日曜、祝祭日は受

け付けいたしておりません。）

　　　　　び　　　　　　マ　や　マでバ　　ヨ

島職1籔盾　　　　　　螺験

，撫　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　ド　　　　　　虚　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　ヤ
　　　　　　　　嚇「　　ぐ　　　　　’』一ト．　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　ず　　　　　　ベ　　　　ノ　ド　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

1・　一鳶9二蟹　鮒

・ll議鵡自

1，定期講座（平成10年5月～平成11年2月）

講座名

日本舞踊

洋裁

書道

茶道

民謡
英会話

手編み

着物着付

染物教室

華道池坊

エアロビクス

料理教室

華道’源流

曜日・時間

毎週月曜日

18130－21　：00

毎週月曜日

19：00－21：00

毎週月曜日

19：00～21：00

毎週火曜日

18：30～21　：00

毎週火曜日

19＝00～21　：00

毎月第1・3火曜日
20：15～21　：15

毎月第2・4火曜日

18：30～21　：00

毎週水曜日

18：30－21　：00

毎月第1・3水曜日

19100－21：00

毎週木曜日

18：30～21：00

毎週木曜日

19：00～21：00

毎月第1・3木曜日
18：30－21　：00

毎週金曜日

19100～21：00

教材費等

教本代

年6，000円

菓子代

月500円

教本代

年1，000円

受講料

月2，000円

材料実費

材料実費

花代

1回1，000円

受講料

月2，000円

材料費

年16，000円

花代

1回1，000円

準備物

浴衣、扇子

裁縫道具

書道道具

ふくさ

懐紙等

筆記用具

鉤針、棒針

着物

エプロン

花ばさみ

着
靴

動
動

運
運

エプロン

持帰り容器

花ばさみ

内 容

古典を学んで優雅な気分を

味わってみませんか。

手作りの良さを再認識して

みませんか。

筆の持ち方から、じっくり

学んでみませんか。

心を落ち着けて、お茶に親

しんでみませんか。

大きな声を出して、ストレ

スを発散しよう。

初めてでも安心。まずは、

挑戦してみよう。

自分の手で、すてきな作品

を作ってみよう。

自分自身で美しく装ってみ

ませんか。

身近な材料ですてきな染物

を作りましょう。

心を静めて、花に向かって

みませんか。

汗をかいて楽しくリラック

ス。

『おふくろの味』をマスタ

ーしよう。

美しい花で疲れた心をいや

してみませんか。

白石市勤労青少年ホーム

白石市字延命寺北15－1

面・圃　　25－3720

開館時間　13100～21：00

1．サークル活動（平成10年4月～平成11年3月）

サークル名

アルタのおもちゃ

卓　　球

バドミントン

Ry　u

曜日・時間

毎週月曜日

19；00～21　：00

毎週水曜日

19：00－21100

毎月第2・3・4木曜日

19：00－21：00

土曜日〔不定期）

15100～17：00

費A
云

実費

ポール代

シャト’レ代

月1，000円

内　　容

楽しいことなら、何にでも挑戦します．

個性派メンバーと楽しく汗をかきましょう。

初心者大歓迎。

会場は勤労者体育センター（東町）。

映画鑑賞サークル、

名前は笠智衆さんにちなみました、

※新しいサークル活動を募集しています。事務室までお気軽にご相談ください。

廻 片倉家中武家屋敷「旧小関家」 盧24－2162

武家屋敷各種催事のこ案内

　白石市教育委員会では、片倉家中

武家屋敷を会場に、白石地域に古く

より伝わる民俗行事の再現をしてい

ます。今年度の予定は次のとおりで

す。

（日程等変更の場合あり）

七夕まつり　　　　8月6～9日

お月見の会　　　　　　10月5日

古文書展　　10月3日～10月11日

冬至　　　　　　　　　12月22日

お正月を迎える会　　　12月25日

七草の会　　　　　　　1月7日

節分　　　　　　　　2月3日

雛祭り　　2月20日～3月3日
●お問い合わせ先

白石市教育委員会社会教育課

文化財係　宙22－1343

面24－3030

第1回白石城さつき展

　新緑のこの季節、市民の皆さんが、

愛情を込めて育成されました盆栽等

を一堂に展示いたします。

●開催期間

　6月7日（日）～6月14日（日）

●会　場　白石城本丸内特設会場

●入場料無料

●主催
　（財）白石市文化体育振興財団

●主　管　自石さつき会

●後　援　白石市、白石商工会議所、

　　　　白石市観光協会

●内容
　盆栽等の展示、さつき手入れ講習

会、さつき用品・苗木の即売展示

※コンクールも併せて開催します。

優秀なものには、賞状並びに副賞を

贈呈します。

◎ 古典芸能伝承の館　碧水園露・圃器7949

第7回伝統芸能フェスティバル A
置茶園水碧

●日　時　6月7日（日）11＝00開演

●演　目　謡曲、日本舞踊、詩吟、

　長唄、箏曲、横笛、仕舞

●場所古典芸能伝承伝の館

●入場料　整理券500円

●主催自石市伝統芸能振興会

　初めての方もどうぞ1お茶のいた

だき方の指導もいたします。

●日時　6月7・21日（日）

　　　　10：00～15：00

※伝統芸能に親しみながらお茶を楽

しんでみませんか。

スパッシュランドしろいし購二窒講

0「個人会員大募集」

　新規個人会員に加入された方に

　粗品2点を進呈いたします。

　　　　　（先着20名様限り）

休館日6月10日（水）・24日（水）

O「夏休み子供会団体予約」受付中

○スパッシュランド「老人割引券」

　が利用できます。

こ 図書館
宙25－7949
圃26－3505

子どもの本展示会 おはなし会のおしらせ

　昨年度発行された児童図書の中か

ら子供たちに読んでほしい本300冊

を宮城県図書館から借り受け移動展

示します。

●日　時　6月19日（金）

　　　　　～21日（日）

●場　所　白石市図書館2階文化室

　昔話や童話、紙芝居などのおはな

し会を開きます。

●日時　6月20日（土）

　　　　14：00から約30分

●場　所　白石市図書館1階児童室

●主　催　朗読サークル

◆えずこホール（仙南芸術文化センター）イベント情報

劇団四季ミュージカル「九郎衛門」

　多種多彩なダンスがダイナミック
　　　　　　　　　　　　　　●入場料（全席指定）
かつコミカルに織り込まれる本作品
　　　　　　　　　　　　　　　S席4，200円、A席3，500円、
は、観る側の心に深い感動と優しい
　　　　　　　　　　　　　　　B席2，500円（当日各500円増し）
ぬくもりを残してくれる作品です。
　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先
●日時　8月2日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　えずこホール　箇0224－52－3004
　　　　15：00開場、15：30開演

ば
へ
糖
／

毯
☆

　ろ　

ひ

　RIBRARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）★

「全！0巻」ぼか「別冊2巻」大月書店

　　轟灘犠』

羅難鞭．壽

1．米でつくる　　　　6．牛乳でつくる

2，小麦粉でつくる　　7，野菜でつくる①

3．いもでつくる　　　8．野菜でつくる②

4、豆でつくる　　　9．魚でつくる

5，たまごでつくる　10．肉でつくる

別巻1．おいしくつくる料理のひみつ

　2．昧付けと料理道具のひみつ

　　目新着図書案内30選■
1
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9
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宮城県の文化財　　宮城県教育委員会編

十五代将軍　徳川慶喜　　大石慎三郎監修

ふれあいの旅　皇后美智子さま　　浜尾実著

バリア・フリーの生活環境論　　野付みどり編

夏のバックがいっばい1　　日本ヴォーグ社編

かぎ針で編む　春夏のエレガントニ・ソト

　　　　　　日本ヴォーグ社編
たのしいキャラクターのおべんとう

　　　　　　ブティック社編
小さなマンションのインテリア大図鑑

　　　　　　　主婦の友社編
名水に名物あり一水が旨さの隠し味一

　　　　　　サライ編集部編
三峡ダムと日本　　　　鷲見一夫著
世界の名刺コレクション

ニュー・スポーツ百科　　清水良隆ほか編

にんげんだもの　　　　相田みつを著

背伸びして見る海峡を　　山口洋子著

サハリン脱走列車　　　　辻　真先著

鉄輪温泉殺人事件　　　　吉村達也著

龍野武者行列殺人事件　　山村美沙著

龍と魔法使い　　　　　　榎木洋子著

お願いテディボーイ　　　海波朱雀著

すまいる　スマイル　　　上水りら著

高安犬物語　　　　　　　戸川幸夫著

ミニトマト（はじめての飼育と栽培）

　　　　　生活科を創る会編
ひょうしき・マークのえほん

はたらく自動車（保育社のりものずかん）

　　　　　　　　諸河久著
紙ざら・紙コップのメカPくる劫シll一ズ1

　　　　　江川多喜雄ほか著
特別の日のごはんをつくろう1（和食編）

　　　　　　　坂本廣子著
ウルトラマンダイナ　　（決戦のひみつ

大百科）　　円谷プロダクション監修

クレヨンしんちゃんゲームブック

　　　　　　　臼井儀人原作
赤毛のアン　　　　　モンゴメリ原作

アンの青春　　　　　モンゴメリ原作

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜目　　10時～16時
6月の休館日

1日、8目、15日、22日、29日、
30日（月末休館日）



男女共同参画社会づくりに関する意敗・標言吾・イラスト募集中

●主催白石市
●資　格　白石市内に在住または、

通勤・通学されている方ならどなた

でも。（性別・年齢は問いません）

●内容
　男女共同参画社会づくりに関する

もので、各部門一人二点以内。

（自作・未発表の作品に限ります）

・意見文の部　1200字以内

・標語の部　はがき1枚に2点まで

　イラストの部

A4用紙大（21×30cm程度）

　1枚に1点（マンガも可）

※応募作品は返却しません。（白石

市に帰属）入選作品は印刷物として

取りまとめます。

●締め切り　6月30日（火）

　　　　　《当日消印有効》

●応募・お間い合わせ先

〒989－0246　自石市新館町1－21

女性政策室（働く婦人の家内）

宙25－5095・25－6593

まで、住所・氏名・年齢・性別・電

話番号・職業または学校名・学年、

標語の部以外の作品にはタイトルを

記入の上、郵送または直接ご持参く

ださい。

●選考各部門ごと市長賞などの

入選作品を選考します。（入選者に

賞状と賞品・応募者全員に参加賞を

さしあげます）

●表　彰　男女共同参画社会づくり

講演会（10年10月予定）において表彰。

平成9年度＝イラストの部＝
〈市長賞〉「トライアングル」　齊藤修一さん

　　　　つつ　　　　へ．
　　　　）

）

　　＝男女共同参画社会とは＝

　「男だから・女だから」という固

定的な考え方や社会慣習などにとら

われることなく、すべての男女が平

等なパートナーとしてその個性と能

力を発揮し、自らの意志と能力に応

じて役割を分担し、あらゆる分野で

ともにやさしく支え合い、協力し合

い、もっとお互いにこころ豊かに生

活できる社会のことです。

　　二参加と参画のちがい＝

　「参加」は単に仲間に加わること

をいい、「参画」は一歩進んで積極

的・主体的に企画や決定にかかわ

り、意見を反映させていくという意

味です。

　　　　　　　ひと　ひと
平成10年度「女・男パワーアツプ講座」受講生募集

　わたしたちを取り巻く社会環境の

変化は、さまざまな問題を生み出し

ています。

　問題を個人の問題として解決しよ

うとせずに、ともに学び、やさしく

支え合い、女も男もお互いこころ豊

かに、そしてイキイキと生活できる

社会について考えてみませんか！

土
寸日目

6月19日（金）

13：00～15130

7月8日（水）

10：00～12：00

9月1日（火）

12；30～15：30

9月11日（金）

13：00～15：30

講師
菅原雪枝

NHK学園講師

山下孝明

名取高校教諭

県と市の共催事業

　（交渉中）

　西澤優李子

糊醸老1、ホーム1いなほの里」施設長

内容
◎開講式

◎講演「本当の豊かさとは」

◎講演「男女がよきパート

　　　ナーとなるために」

2！世紀のみやぎを拓く女性会議

（パネルディスカッション）

◎講演「学ぶことは生きること」

◎閉講式

場所

働く婦人の家

いきいきプラザ

（旧市民会館）

キューブ

働く婦人の家

●応募資格

　市内在住又は勤務している男女

●定員50名
●受講料　無料

●締め切り　6月5日（金）

●その他　託児を行いますので希望

をされる方はお申し込みください。

●お申し込み・お問い合わせ先

民生部女性政策室（働く婦人の家内）

宙25－5095・25－6593

「消費者大学」受講生
募集！

　消費生活について学び、賢い消費

者になりませんか！

　ご近所またはお友達をお誘いのう

え、ぜひこの機会に受講してくださ

いo

●日　時　6／29・7／29・9／21・10／23

　　　　いずれも13：30～15：30

●場　所　市役所4階会議室

●内容
　①交渉中

　②市長講和

　③長寿社会と生活設計

　④契約のトラブルを防ぐために

●定　員　60名（男女）

※都合により内容を変更する場合が

ございますのでご了承ください。

●お申し込み・お問い合わせ先

　6月16日までに電話で市生活環境

課へお申し込みください。

　露22－1314（内線143）

ニュースポーツ
講習会参加者募集

　楽しみながら、体力づくりを1

●日時　6月27日（土）10：00～

●場所キューブ
●種　目　シャフルボード

●お申し込み方法

　申込書に記入のうえ、6月19日ま

でに市教育委員会社会教育課体育振

興係　盃22－1343へお申し込みくだ

さい。

中国語を勉強して
みませんか？

平成10年度の受講生随時募集中1

　私たち二一ハオ倶楽部は中国語の

学習だけでなく、交流も目的として

いる倶楽部です。中華料理を作った

り、留学生と芋煮会をしたり、楽し

く活動しています。

●日　時　毎月第1、2、3木曜日

　　　　19：00～20：30

●場所大河原町中央公民館
●受講料　！カ月3回で3，000円

　　　　月会費500円

●対象者　中学生以上

●お問い合わせ先

　鈴木　宙0224－52－5605

照　　．　」　＠。　④

白石市文化体育活動センター「キューブ」麗窒二握§8
6月の休館日　10・17・24日

白石キューブ1周年記念コンサート ジャン・ギューオルガンリサイタル

第1夜　　診7オーレ・レクイエム～

●日　時　6月7日（日）

　　　　開場16130　開演17：00

●チケット　5，000円（全席指定）
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　オルガン奏者の中でも卓越した技

巧を持つ。あのカルロ・カーリーに

さえ師事したいと言わせたフランス

の巨匠。

●日時　7月15日（水）

　　　　開場18：00　開演18：30

●チケット　3，000円（全席指定）

O出演ジヤン・ギュー

ウーヴェ・八イルマン＆中村智子の夕べ

鮎

▲塩田美奈子

O司会・お話　三枝成彰

O指　揮　大友直人

○出　演　塩田美奈子、佐々木隆行、

　　　　井上圭子

O管弦楽　東京フィルハーモニー

　　　　交響楽団

O合唱指導　関屋　晋

O合　唱　自石キューブ合唱団

第2夜　佃i…構とペルリン7イル12人⑳チエリストたち㈹
●日　時　7月2日（木）

　　　　開場16：30　開演17：00

●チケット　5，000円（全席指定）

O司会・お話　三枝成彰

O出　演　ベルリンフィル12人の

　　　　メンバー（チェリスト）

●日時　7月18日（土）

　　　　開場15＝30　開演16100

●チケット　4，000円（全席指定）

O司会・お話　三枝成彰

O出演ウーヴェ・ハイルマン、

　　　　中村智子他

村治佳織の夕べ

　第35回東京国際ギターコンクール

において史上最年少で優勝を果たし

た天才ギタリスト。

●日時　8月8日（土）

　　　　開場15：30　開演！6100

●チケット　4，000円（全席指定）

※6月8日（月）チケット発売開始

0司会・お話　三枝成彰

○出　演　村治佳織

白石市働く婦人の家 　露25－6593
宙・圃25－5095 6月の休館日　8・14・22・28日

特別講座「白石三白めぐり」受講生募集1！

　白石の「三臼」をご存じですか？

　白石三白はう一めん・和紙・くず

です、

　自い色の三つの白石の物産を「白

石三白」といいます。

　あなたもこの機会に、白石の伝統

の味と技を体験してみませんか！！

●定員20名
　　　（3回とも出席できる方）

●締め切り　6月3日（水）

　※定員になり次第締め切ります。

●受講料　無料（ただし教材費は実

費となります。）

容内座講

「くず」を使

った料理
アラカルト。

「う一め刻の話、

ビデオ、麺打ち

に挑戦。

「和紙」であなたの

オリジナル製品を

作ってみよう。

日　時

7／9（木）

10：00～12：30

8／5（水）

10；00～13：00

9／10（木）

9：30～12100

場　　所

働く婦人
の家

f左藤？青享台

製麺

きちみ紙

子工房

●お申し込み方法

　ご来館またはお電話（宙25－5095、

25－6593）でお申し込みください。

ミニ展示会のお知らせ

〔書峰・器を楽しむサークル〕

6／1　（月）～6／14（日）いきいきプラザ

6／15（月）～6／30（火）東北アツギ

〔水彩画サークル〕

6／1（月）～6／14（日）東北アツギ

6／15（月）～6／30（火）セラビ白石



，』■＝＝躍　齢者のための巡回相談」

同開設のお知らせ

　柴田町社会福祉協議会は、宮城県

高齢者総合相談センターと共催で、

高齢者やその家族の方々の悩みご

と・心配ごとの相談を次のとおり開

催します。

　相談は無料で相談者や相談内容に

ついては他に漏らすことはありませ

んので、相談を希望される方は遠慮

なく安心してお申し込みください。

●開催期日　6月19日（金）

　　　　　10＝00～15：00

●場　所　　柴田町町民体育館

　柴田町船岡中央三丁目3－45

　宙0224－55－2030

●相談種別（）は相談員

①法律（弁護士）、②税金（税理士）、

③年金（社会保険労務士）、④住宅

改造（1級建築士）、⑤痴呆（精神

科医師）、⑥介護（保健婦）、⑦一般

（センター相談員）

●相談お申し込み

　相談はあらかじめ相談予約をされ

た方に限ります。相談を希望される

方は6月12日（金）までにお電話で

申し込んでください。

・柴田町祉会福祉協議会

　盆0224－55－2133

・宮城県高齢者総合相談センター

　鱈022－219－1165

●相談時間

　一人おおむね30分以内とします。

また、相談の申し込みのあった方に

は、相談日の1週間前までに柴田町

社会福祉協議会から相談時問をご連

絡します。

健嬰講箏識，、レ、、

　恒例の「さわやかフェスティバル’

98」を下記日程で開催します。各種

催し物やお楽しみコーナー、そして

講演会は、‘‘おもいっきりテレビ”

にレギュラー出演し、お茶の間でも

おなじみの松原英多先生をお迎えし

ます。演題は「おしゃれ心が長寿の

秘訣」。皆さんお誘い合わせのうえ

お越しください。

●日時7月19日（日）

　　　　9：30～15：30

●場所キューブ
　（白石市文化体育活動センター）

●内　容　健康食コーナー

　　　　骨粗しょう症検診

　　　　車椅子バスケット

　　　　手話劇

　　　　各種催し物コーナー

　詳しくは7月号に掲載しますので

ご覧ください。

●お問い合わせ先

　白石市民生部保健課　宙22－1361

コールリパー（姐コーラス）へのお誘し、

　佐々木隆行先生（オペラ歌手）の

指導のもと、美しいハーモニーでそ

う快な気分が味わえます。歌うこと

が好きな人は誰でも入会できます。

　あなたも入会してみませんか1

●練習日　毎月第2・4土曜日

　　　　10：30～12：00

●会　場　白石市申央公民館

●講　師　佐々木隆行先生

●会　費　月1，500円

●お申し込み先

　白石市延命寺北27　遠藤啓子

》凡廻

■梱♂ド
　　　〆　　ρの　o
－3～酷

　　　 ，一　　ニノ玉

づニシでー可
　今年の公民館まつりでコーラスの

発表を行いました。

宙25－2785

劇団わらび座がやってくる

　　　　　　　おカを　 おにまる
～ミュージカル「男鹿の於仁丸」～

　4年前のわらび座公演「津軽」に

続き、今年は秋田なまはげ伝説より

「男鹿の於仁丸」を県内では1ヵ所

白石市で公演いたします。

　ぜひ、この機会に鑑賞して感動を

得てみませんか1

●日時　6月13日（土）

　　　　開場18：30、開演19：00

●会場白石市中央公民館
●主　催　きづくりの会と仲間たち

　　　　「男鹿の於仁丸」白石公演

実行委員会

●前売券　一　般　3，500円

　　　　中高生　2，500円

　　　　小学生　2，000円

　　　　（当日は各500円増）

●前売券発売所

　大庭スポーツ・セラビ白石店・小

銭ずし白石店・つたや食堂・伊沢ク

リーニング・白石商工会議所

●お問い合わせ先

　こけし工房　星博秋　薗25－7193

　　　立音楽大学教授による
　　　ジョイントコンサートのお知らせ

　国立音楽大学から、ビオラ渡部啓三

教授、バリトン瀬川武教授、ピアノ南節

子教授らをお迎えしてコンサートを開

きます。特に南教授は白石市出身（自石

女高、国立音大卒）で郷里の自石での

コンサートを楽しみにされています。

●日時6月20日（上）15：00開演

●会場キューブ
●入場料　2，000円（全席自由）

●チケット

　キューブ、山田楽器、カワイ楽器

●主　催　白石市音楽鑑賞協会

●お問い合わせ先　宙25－2210柿崎

輝いています。今のあなた
★ δ

∫

4

白石市職員を募集します つくしひろば
　　　参加者募集中

　市では、平成11年4月1日付けで

採用する職員を募集します。

●採用予定職種及び採用予定人員

【上　級（大学卒業程度）】

　行政　　　若干名
　保健婦（士）　若干名

●受験資格

0上級・行政

　昭和44年4月2日から昭和52年

4月1日までに生まれた者

O上級・保健婦（士）

　昭和44年4月2日から昭和53年

4月1日までに生まれた者で保健

婦（士）の資格を有する者または平

成11年4月30日までに資格を取得
する見込みの者

●試験日時等

（第一次試験）

・試験日　平成10年8月2日（日）

・時間10：00～16：00

・試験種目　教養試験、専門試験、

　　　　　論文試験

（第二次試験）

・試験日　8月下旬

※第二次試験の詳細については、第

一次試験合格者に別途通知します。

●受験手続き

　市総務部総務課に用意された受験

申込用紙を使用し、所要事項を記入

のうえ提出してください。

●お申し込み受付期間・時間

　6月10日（水）～6月30日（火）

　8：30～17：00（土、日口濯日は5余く）

●お問い合わせ先

　白石市総務部総務課人事係

　薗22－1331（直通）

白石市文化財愛護友の会会員募集

　お子さんと一緒に気兼ねなく参加

できるト』つくしひろば”は、子育て

中の親、これから親になる皆さんの

気軽なコミュニケーションができる

場所です。

●開催日

・平成10年

　6／11、25、7／2、9、8／20、27、9／17、24、

10／22、11／5、

・平成11年

　1／14、28、2／4、18

（日程等が変更になった場合は、申

し込みをされた方にお知らせいた
します。）

●場　所　市中央公民館　講座室

●時問10：00～12100

●参加費無料
　（ただし、行事により材料代等実

費負担）

●お申し込み・お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　宙22－1343（内線）433

白石パドミントンクラブ

会員募集

　当会は、文化財保護に興味を持ち、

文化財に関する認識を深めようとす

る91名の会員によって構成されてお

ります。

　関心をお持ちの方は、一緒に活動

してみませんか。

◎主な事業

　①文化財めぐり（年3回程度、参

　加費は、そのつど集めます。）

②講演会の開催（年1回～2回）

　③会報の発行（年1回）

　希望者は、年会費2，000円を添え

て、下記にお申し込みください。

●お申し込み先

　白石市文化財愛護友の会

（白石市教育委員会社会教育課内）

　宙22－1343（内線434）

弓道教室受講生募集

　一緒に汗を流す仲間を募集します。

初心者大歓迎です。

象
時
所
費

対
日
場
会

●
●
●
●

（学生半額

※入会時、

　ワックス代1，000円

●お申し込み先

　佐久間俊夫　宙25－6802

パドミントンサークル

白石八イクリアーズ会員募集

小学4年以上の一般男女

毎週木曜日19：00～21：00

大平小学校体育館

月額1，000円

　　　小中高生無料）

スポーツ保険1，400円、

●期　間　7月中旬～9月下旬

　　　　水曜日19：00～21＝00

　　　　土曜日13：00～16：00

●対象
　中学生から75歳ぐらいまでの男女

●場　所　竹駒神社　躬修殿

●募集人員　20名以内

●募集期間　6月20日まで

●受講料　　5，000円

●お問い合わせ先

　竹駒弓道会　露0223－22－2101

●日　時　毎週1回（原則は木曜日）

　　　　9：30～12：00

●場　所　中央公民館

●会　費　月額500円

　初心者の方も大歓迎です。

●連絡先　宍戸　盆25・2644



6月7日

内科　亘　理　医　院露25－8501

外科　　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　　白石中央歯科医院宙24－5554

6月14日

内科柿崎医院面25－2210
外科刈田病院宙25－2145
歯科　吉村歯科医院盆26－2118

6月21日

内科　三浦内科クリニ・ソク面25－6854

外科　刈　田　病　院薗25－2145

歯科　ごとう歯科医院宙24－2020

6月28日

内科広瀬医院盆25－0238
外科　堤　　　医　院宙25－1181
歯禾斗　　石川歯科医院（蔵王町）宙　32－2088

7月5日

内科海上医院宙25－1501
外科刈田病院爾25－2145
歯科　広瀬歯科医院薗26－1871

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故を／簾雛早

事故発生件数
死亡者数
負傷者数
物損件数

66イ牛　（29U牛）

0人（　1人）
15人（61人）
54｛牛（237f牛）

o

■人ロ41，607人（前月比）25人
　　　　　　　　　　　　　　帰2q438　帰21，169

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
舎12，828
　　　　　　4月30日現在

わ　　　たしたちが主役です！ロ

　　　～障害者や高齢者にやさしいまちづくり～
　白石市では、高齢の人や障害のあ

る人を含めたすべての人が共に支え

合いながら住み慣れた地域に住み続

けられる社会の実現を目指してまち

づくりを進めています。みなさんも

一緒に考えてみませんか！

○ノーマライゼーションとはO

　高齢の人も若い人も、障害のある

人もない人も、共に地域で日常生活

を送れるような社会こそが普通（ノ

ーマル）の社会であるという考え方

をいいます。

　さあ、小さな勇気を出してみなさ

んが高齢の人や障害のある人を見か

けたらぜひ「お手伝いしましょうか」

と声を掛けてみましょう1

　次回からシリーズで”わたしたち

も参加できるまちづくり”を掲載し

ます，

　なお、『やさしいまちづくりガイ

ドブック』を無料配布いたします。

詳しくは、総合福祉センター内福祉

事務所、社会福祉協議会まで

　宙22－1400、　囲26－2699

地籍調査のお知らせ

　市では、昭和55年度から調査が始

まり小原全地区、福岡および白川地

区の一部が調査を完了しております。

　　　　ズドロコ　　　　　　　　　　　ど
　　孔賑　　　　　／　　＼緬・’
　　　　　　　　　　　1海竃平成10年度地籍調査事業実施区域図臥、

饗辮鰭．議

　この調査は、国土調査法に基づき、

一筆ごとの土地の地番、地目、境界、

面積を現在の正確な測量技術で調査

し、測量するものです。

　この調査の成果は、不動産登記に

反映されるほか、公共事業の実施、

まちづくりに活用されるなど、私た

ちの生活に密接な関連を持ち、重要

な役割を果たしております。

　本年の調査は、白川内親、白川津

田、白川犬卒都婆の一部の土地を6

月下旬から、11月頃までの予定で実

施いたしますので土地所有者各位の

ご協力をお願いいたします。

●お問い合わせ先

　白石市福岡長袋字陣場が丘12－13

　白石市農林振興センター内

　自石市産業部地籍調査室

　盆22－1257

蔵王高校の学校説胎のお知らせ

　来年度から、本校は仙南では初め

ての普通科の「単位制」高校になり

ます。また、校舎も新築され、これ

までの女子2クラスから、男女共学

3クラスに生まれ変わります。

　つきましては、高校入試を控えた

お子様がおいでの方々をはじめ、関

心のある方など白石市の皆様に、蔵

王高校が一体どんな高校になるのか

を理解していただくために、学校説

明会を開催いたしますので、ぜひご

参加ください。

○第1回目
（福岡中、白川中、小原中学区の皆様）

・場所臼石市福岡公民館

・日時6目24日（水）18：00～

O第2回目
（自石中、東中、南中学区の皆様）

・場所白石市中央公民館

・日時7月6日（月）18：00～

●お問い合わせ先

　蔵王高校　教頭　太田爲33－2005

が鍛曇灘間，／、一6／3。

　6月は土砂災害防止月問。梅雨で

長雨の降る6月は、土砂災害の多い

時期です。

　土砂災害には、がけ崩れや地滑り

などがあります。

　がけ崩れは、雨で地中にしみ込ん

だ水分が、土の抵抗力を弱めるため

に斜面が突然崩れ落ちるものです。

地震が原因で起きることもありま

す。前触れなしに突然起こることが

多く、スピードも速いため、人家の

近くで起きると逃げ遅れる人が多

く、死者の出る割合も高くなります。

　がけ崩れの恐れのある所では、ふ

だんから避難場所や非難経路につい

て家族で話し合っておくことが大切

です。災害が起きたとき、家族全員

がそろっているとは限りません。あ

らかじめ非難先を決めておきましょ

う。また、雨や台風、地震などの情

報に常に注意し、危険を感じたら速

やかに非難するようにしましょう。

★こんな時は特に危険

　▼斜面の途中から急に水がわき出

　　した。

　▼斜面からバラバラと小石などが

　落ちてきた。

　▼石垣やコンクリートの擁壁に、

　ずれやはらみ、亀裂が生じた。

●お問い合わせ先

　土木部建設課　盆22－1326

　　　石市鷹巣土地区画整理組合から
　　　宅地分譲（保留地処分）のお知らせ

　J　R在来線・新幹線駅、文化体育

施設（キューブ）に近く通勤、通学、

余暇活動に利便性の高い新市街地の

優良宅地（保留地）59区画を分譲し

ます。下記の要領でお申し込みくだ

さい。随時に受け付けいたします。

●お申し込み受付期間・時間

　6月4日（木）～6月30日（火）

　・平日9：00～17：00

　・土曜日　9：00～12：00

　（但し第1、第3土曜日のみ）

※第2、第4土曜日、日曜日及び祝

日は受け付けいたしません。

●お申し込み方法

　白石市鷹巣土地区画整理組合事務

局から所定の申込用紙の交付を受け

て住民票抄本1通を添えてお申し込

みください。

●お問い合わせ先

　自石市鷹巣字荒屋敷前33－1

　鷹巣土地区画整理組合事務局

　宙25－8020

保留地処分の物件概要

O所在地　白石市鷹巣字川崎前、字

本木前、字桜田、字鳥喰、字田手、

字六反町、字三島田、字入道前、

字伊崎の各一部

O用途地域
　第一種住居地域、商業地域

O建ぺい率
　60％（第一種）、80％（商業）

O容積率

　200％（第一種）、400％（商業）

○敷地面積　182，90㎡～508．85㎡

O今回分譲区画数　59区画

○販売価格（1区画）

　7，846千円～25，493千円

○設備市上水道、東北電力、個

別プロパンガス、市公共下水道、

雨水側溝排水

○地目宅地
　（ただし底地につき農転要す）

O道　昆各　6mから16m

（歩行者専用道4m）
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県道自石丸森線

　　　　上から

　　　　お礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　阿部文男氏、（株）青木製作所　代表

取締役青木稔昭氏、エヌ・ティ・テ

ィ・データ通信㈱東北支社長　谷口

和道氏

　　　石ユネスコ協会

　　　国際料理教室の開催

　白石ユネスコ協会の平成10年度事

業の一環として、市内在住の外国人

の方に料理教室の講師を依頼し、料

理を通してお互いを理解しながら、

世界平和の輪を広げようとするもの

です。ぜひ参加してみませんか！

●日　時　6月24日（水）9：40

●場所白石市中央公民館
●講　師　「王　利」（中国）さん

　　　　「孫　麗」（中国）さん

●内　容　中国の家庭料理

●参加費　1，000円

●定員30名
　（定員になり次第締め切ります。）

●お申し込み・お問い合わせ先

　臼石市中央公民館

　宙26－2453　　圃24－5377

凶の健康診断
、り

　財団法人「脳画像科学みやぎ」は、

仙台駅東口に附属診療所を開設し、

MR　I（核磁気共鳴画像診断装置）

などによる最新鋭の画像診断を開始

しました。

　高血圧、糖尿病、高脂血症、高尿

酸血症、狭心症・心筋梗塞、不整脈

の診断や疑いを指摘されたら、自覚

症状がなくても、健診をお勧めしま

す。

0料　金　13，000円（消費税別）

0予約・お問い合わせ先

　（財）脳画像科学みやぎ

　　宙022－298－8282
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　第38次南極地域観測隊の任務を終えて先日帰国したのは、郡山の荒井昭彦

さん（日立ビル施設エンジニアリング勤務）です。荒井さんは平成8年11月

から平成10年3月までの約1年半の間、南極観測隊に参加されて昭和基地の
発電機など施設の補修、整備、点検といった維持管理を行ってきました。

　南極と聞きますと皆さんは一年中寒いというイメージがあると思いますが、

夏にはそれなりに気温が上がり氷点下でない日もあるそうです。それで強書

昭和基地の周辺では6月上旬から7月中旬ごろまで太陽が上がらない極夜期
があり、この時期に気温がグンと下がるそう　　　　．百
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第2会議室　　⑳2

第2会議室　　⑲2

第2会議室　　㊨2

総合福祉センター

第3会議室　　⑫3

生活環境課内　⑲1

東側和室　　⑲1

第4会議室　　＠4

第3会議室　　⑲3

青少年相談センター⑳4

農林振興センター

第2会議室　　⑳2

10：00～15：00

10：00～15：00

10＝00～15：00

10：00～12＝00

　9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：00～11；30

10：00～15：00

10：00～15：00

　9：00～17：00

10：00～12；00

10＝00～12；00

　　　15

　　　15

　　　15

　　5・25

　　　15

毎週月・水・金

リオン11・24

ニホン　26

　　　15

　　　9

毎週月・火・木・金

　　　10

　　　15
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　克幸さん、美幸さんご夫婦の

　長男、二男、三男、、四男

　ママからひとこと
　急んなお外でいっぱい遊ぼう癒
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